東上 線 に 乗っ て の び の び 休 日 
行楽 情報 な ど ま と め て ご 案内 
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圏 | ヒビ ※ 還 
沿線 イラ スト マッ プ 1 
国営 ・ 武 蔵 丘陵 森林 公園 3 
埼玉 県 こども 動物 自然 公園 だ 0 
外 秩父 八 イ キン グ 9 
鎌 北 湖 ・ 一 本 杉 峠 コー ス - 10 
物 晃 山 ・ 笛 吹 中 コース 11 
仙 元 山 ・ 和 紙 の 里 コ ー ス 、 お が わ 歩 道 コ ー ス 13 
堂 平 山 ・ 等 山 コ ー ス 、 大 霧山 ・ 定 峰 峠 コー ス 15 
二本木 幅 ・ 皇 鈴 山 コー ス 、 鐘 つき 堂山 ・ 円 良 田 湖 コ ー ス ーーー 1Z 
金 勝山 ・ 官 ノ 倉 山 コ ー ス 19 
外 秩父 七 峰 縦走 コー ス 20 
沿線 小さ な 旅 - 21 
板橋 の 散歩 道 22 
蔵 造 り の 街 、 川 越 23 
東松山 ・ 吉 見 ・ 嵐 山 周 辺 25 
詩情 霊 か な 寄居 町 27 
わく わく 越生 町 28 
釣り 選 キ ャ ンプ 場 29 
花 と 植物 園 30 
味覚 と 名 物 料理 ・ 名 産品 31 
祭り ・ イ ベン ト 32 
資料 館 ・ 博 物 館 33 
美術 館 35 
沿線 の 大 学 一 ーーーーーーーーーーーー- 36 
スポ ー ツ ・ 図 書館 ・ プラ ネタ リウ ム ・ 文化 施設 37 
東上 線 ] 泊 ク ー ポ ン 39 
東上 線 駅 発 、 行 楽 直通 バス 40 
沿線 の 東武 グル ー プ 41 の 


運賃 表 ・ 団 体 割 引 の ご 案内 
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厚生 年 金 セ ンタ ー ン 
. 直 生 七福神 めくり | 坂東 9 番 門 光 き 
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起 蔵 野 の 素晴らしい い 目 然 茂 れ 3 一 日 。 


豊か な 武蔵 野 の 自然 に 親しみ 、 年 齢 を 問わ ず 、 健 全 な レク リエ ーション が 楽し め る 
よう に こと 、 国 が 建設 し た 総 面積 3014 ヘ クタ ー ル の 広 さ を も つづ 国営 公園 。 

園内 は 、 武 蔵 野 の 自然 を 生か し た 花木 園 や 貴 林 地帯 、 渓 流 広場 、 彫 刻 広場 、 運 動 広 
場 、 植 物 園 、 さ ら に 、 サ イク リン グ 、 マ ラ ソ ン 、 ク ロス カン トリ ー、 オ リエ ン テ ー 
リン グ や テニ スコ ー ト な ご どの スポ ー ツ 施設 、 野 外 バ ー ベ キュ ー も 楽し め る レス トラ 
ン も あり ます 。 

また 、 森 の 中 に ある “ 水 の 楽 園 " と し て 人 気 の 「 ウ ォ ー タ ー ラ ンド 」 は 、 夏 の ビッ 
グ ア イ ラン ド 。 池袋 か ら わ すず か 1 時 間 こ と いう 近 さ で す 。 


DK1L ( 紅 黄葉 樹 ) 

8 都市 緑化 に 用 いら れる 樹木 や 花木 を 、 種 類別 、 

用 途 別に 植え た 9 つの 見 本 園 が あり ます 。 展 示 

棟 で は 、 四 季 を と お し て の 植物 、 昆 虫 、 野 鳥 な 
名 し て あり ます 。 


oe 000mf で 、 可 憐 な ユキ ヤナ ギ や レ - に 


(130 種 ) の 梅 が 南 対面 いっ ぱし 
いま す 。 


アカ マツ や クヌギ の 林 の 下草 を 刈り 、 武 』 
面影 を 色濃く 残す 帯状 の エリ ア で 、 自 由 に 、 足 
の 向く まま に 雑木 林 散 策 が で きま す 。 早春 に 咲 
く 福 寿 草 や 水仙 も 心 な ご まし て くれ ます 








園 最も ワイ ド な 広場 で 、 芝 生 の スロ ー プ に 6 で 、 四季 折々 、 移 り 変わ る 

囲 : p。 マジ シン グロ ズ カ ント リー ク 條 競 も 素敵 で す 。 静 か な 公園 で 、 

コロ ン ス す 。 8 | ほとり に も 最適 。 中 央 入口 の 近く 、 春 
自 え られ 、 な 化 を 只 ます 。 あり 。 頃 が 特に 素晴らし い 。 


\ づ 


の 「『 水 遊び 場 」 や 、「 わ ん ば ぱく け で 花木 園 に 
砦 」、 丸太 の 吊り 橋 や ター ザン 滑車 、 大 人 も 楽し きま す 。 そ の 奥 に ある 蓮沼 は 、 と び 石 風 に 舗 
め る 「 冒 険 コ ー ス 」 な ど 、26 種 29 ポ イン ト の 木 7 四季 楽し め る 静 
製 遊戯 が あり ます 。 


ング スポ ッ ト で す 。 


ンジ ス 人 
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西口 の すぐ 近く 、 広 さ 34.,000、 武 蔵 野 の 緑 に 
囲ま れ た リゾ ー ト 風 の 素 敵 な 水 の 楽 園 。 勿 論 夏 
だ け の 営業 で 、 長 さ 73mー86m の スラ イダ ー が 
7 本 、 子 供用 スラ イダ ー が 3 本 、 他 に 川 の 急流 
下り の よう な スリ ル 満 点 の 渓流 スラ イダ ー、 流 
れる ブー ル な ど 楽 しさ 100 喝 。 プ ライ ベー ト な 
「 デ ッ キ コー ナー( 有 料 )」 も 大 人 気 。 

容 0493 一 56 一 5010( ウ ォ ー タ 























10 面 ある コー ト は 、 森 と 湖 に 囲ま れ た 素晴らし 
い 環 境 の 中 、 弾 ん だ ボー ル の 音 が 妖 きま す 。 ラ 
ケッ ト や 靴 の 無料 貸し 出し も あり 、 公 園 に 来 て 
か ら の 思い つき テニ ス " に 好評 。 

会 0493 一 56 一 2225 (公園 管理 事務 所 )。 








運動 広場 を スタ ー ト ・ ゴ ー ル に 、5kKm、10km の 
コー ス が 常設 、 の ぴの び ぴの 丘陵 地帯 で 心地 よい 
† を 流し て くだ さい 。 運動 広場 に は コイ ン ロ ッ 
カー も 完備 、 い つ で も 自由 に 走れ ます 。 








ラン ド ) 夏 期 の み 。 


レブ 


自然 豊か な 公園 野鳥 観察 に 最適 。 望遠 鏡 片 手 
こ 、 鳥 た ちと 楽し い 語 らい を …。 特 に 、 冬 は 渡 
り 和 鳥 も 多く 、 木 々 の 葉 も 落ち て 見 通し も 良く 、 














鳥 た ち を 銀 察 する に は 絶好 。 











森林 公園 駅 か ら 公園 内 まで 、 専 用 の サイ クリ 
グ コ ー ス が 整備 され 、 安 人 生 に 行け ます 。 
ー ス も 体力 に 合わ せ て 距離 が 選べ 、 
り 、 橋 あり の わく わく コー ス 。 

容 0493 一 56 一 2700 (駅 前 東武 レン タ サ イク ル )。 
休日 は 予約 を し た 方 が 安心 で す 。 





トン ネル あ 











園内 に ある 中 央 ・ 展 望 の 両 レ スト ラン で は 、 自 
伏 の 中 、 野 外 パ ー ベ キュ ー が 楽し め ま す 。 休日 
は 予約 を お すす めし ます 。 

傘 0493 一 56 一 2592 (中 央 レス トラ ン )。 








会 0493 一 56 一 4251 (展望 レス トラ ン )。 


WAY【 ひ た 21 っ た さめ 





総 面積 304 ヘ クタ ー ル 
住所 埼玉 県 比企 郡 滑川 町 大 字 山 田 1920 番 地 


地形 東西 約 1Km、 南 北約 4Mm、 標 高 約 40 一 90m。 
お も な 施設 南 入 口 広場 24.300m 
花 本 72.000r 
展望 広場 26.000 
運動 広場 64.400rm 
遊戯 広場 8.400m 
貴 林 地帯 102.500 
林間 広場 8.800 
中 央 入口 広場 10.400mi 
中 央 レス トラ ン 広 場 6.000rf 
彫刻 広場 28.300m 
わん ぱく 広場 49.000 
記 意 広場 7.000m 
渓流 広場 14.000 


サイ クリ ング 道路 巾 3m 約 16Km 
管理 セン ター、 展 示 棟 、 サ イク リン グセ ンタ ー 3 ケ 
所 、 レ スト ラン ハウ ス 2 ヶ 所 、 レ スト ラン 2 ヶ所 、 
売店 7 ヶ所 、 公 衆 電 話 27 ケ ヶ所 、 あ ず ま や 13 ヶ 所 、 
水 飲 場 50 ケ ヶ所 。 
樹木 数 約 8.000 本 
都市 緑化 植物 園 203.500m 

(都市 緑化 用 植物 が 、 用 途 別 に 植 栽 さ れ て 

いる 見 本 園 で す )。 








針葉樹 見 本 園 11.000r 
か え で 見 本 園 15.000rm 
紅 英 葉 樹 見 本 園 20.000m 
公園 、 庭 園 見 本 園 22.000r 
街路 樹 見 本 14.000rm 
生垣 見 本 園 6.000 還 
花木 見 本 園 14.000m 
混 地 植物 見 本 園 10.000m 
ロッ ク ・ ガ ー デ ツ 4.000 
電設 尺 必 ジー ズ 
回 スラ ーー リバ と al に ニテ バ 
クロ スカ ント リー コー ス 
テニ スコ ー ス 
@ 園 内 で の 注意 事項 
ゆい 植物 を 傷つけ た り 、 施 設 を 破損 し た り し な いで く 
だ さい 。 
(② 鳥 獣 類 に 投石 し た り 、 捕 獲 し た り し な いで くだ さ 
人 


③ 紙 くず 、 空 か ん な ど ご は 、 く ず か ご に 捨て まし ょ う 。 

④⑭ 立 入り 禁止 区 域 や 池沼 な どの 危険 な 区 域 へ の 立入 
り は や め ま し よう 。 

⑤ 決 め ら れ た 場所 以外 で た ば こ を すわ な いで くだ さ 
い 。 

⑥ た き 火 や 炊事 、 花 火 な ど 、 火 の 使用 は 禁止 され て 
いま す 。 

⑦ 飲 酒 及 び 犬 な どの 持ち 込み は ご 遠慮 下さ い 。 

⑧ 野 球 や ゴル フ な ど 、 他 人 に 迷惑 の か か る 運動 競技 
は ご 遠慮 くだ さい 。 

⑨ サ イク リン グ は 自転 車 管理 規則 を よく 守り 、 快 適 
に お 楽し みく だ さい 。 

⑩ 事 故 や トラ ブル が 発生 し た 際 に は 、 至 急 近く の 電 
話 で 、 管 理 セ ンタ ー(2225) へ 連絡 し て くだ さい 。 
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人 利 用 の ご 案内 
p 開園 時 間 
3 月 1 日 一 10 月 31 日 
9 時 30 分 か ら 17 時 まで 
11 月 1 日 一 11 月 30 日 
9 時 30 分 か ら 16 時 30 分 まで 
12 月 1 日 一 2 月 末日 
9 時 30 分 か ら 16 時 まで 
(入園 券 の 発売 は 閉園 1 時 間 前 まで ) 
ぁ 入園 料 
大 人 390 円 
小 入 ( 小 ・ 中 学生 ) 80 幅 
団体 (30 人 以上 ) 

大 人 250 円 (94.4.1 か ら 270 
小 人 50 円 
ぁ 園内 バス 料金 

全線 大 人 120 円 小 人 60 
p テニス コー ト 使 用 料 
1 時 間 (1 面 ) 平日 800 円 
土日 ・ 祝 日 1.600 円 
ぁ 園内 貸 自転 車 
大 人 (3 時 間 ) 400 円 
小 人 ( ヵ ) 250 円 
p 園 外 (駅 前 東武 レン タ サ イク ル ) 
リ 生出 980 問 
3 時 間 600 円 
・ 予 約 は 谷 0493 一 56 一 2700 へ 
貸 乳 母 車 (] 回 ) 150 円 
ぁ 休園 日 
毎月 曜日 (月 曜 体 日 の と き 和 翌日 ) 





12 月 29 日 一 1 月 3 日 レー 人 較 
その 他 、 春 休み 期間 、 ゴ ー ル デン ウィ ー ク 、 ウ ォ ー タ ー 、。、 県 引い ロ 
ラン ド 開 設 期間 は 開園 し ます 。 ーー ーー こぶ 
p お 問い 合わ せ は 容 0493 一 5B 一 gP85 (管理 事務 所 ) ーー mm 


選 圏 芽 癌 彰 


ひい 





「 動 物 っ <、 と っ て も 優 い ヽ 目 を (て い $ ん だ ね 」 


埼玉 県 が いろ いろ ね な 動物 に 、 子 供 た ち が 直 接触 れ て 楽し ん で も ら お うこ と 、 比 企 丘 陵 
に つく っ た 広 さ BU ヘクター ル (完成 時 ) の 動物 自然 公園 で 、 小 動物 を 抱い た り 、 餌 
を 与え た り 、 牛 の 乳 し ぼり や 乗馬 な ども で きる 、 子供 が 主役 の 楽し い 公園 。 

また 、 ご 存 知 “コア ラ "” で も 有名 な 動物 公園 で 、 日 本 の 風土 に も すっ か り 慣 れ て 、 
コア ラ 家 族 も 元気 いっ ぱい 。 子供 た ち も 普 段 で き な い 体 験 に 、 き っ と 満足 、 楽 し い 
思い 出 で い っ ぱい に な る こと で し ょ う 。 


嘱 だ: 





な か よし コー ナー 

いろ いろ な 種類 の ウサ ギ や ヤギ が 飼育 され て お 
り 、 子 供 た ち が 直 接 抱い た り 、 角 を あげ た り で 
きる コー ナー で 、 い つも 大 勢 の 子供 た ち で 賑 む 
っ て いま す 。 











オー スト ラリ ア か ら や っ て きた コア ラ 。 年 々 家 
族 も 増え 、 ま すま す 元 気 い っ ぱい 。 お いし そう 
に ユー カリ の 葉 を た べ て いる 仕草 は 、 ま さ に 綻 
い ぐ る みそ の も の 。 驚か し た り し な いで ね 。 コ 
アラ 人 査 は 入口 か ら 15 分 程 上 秒 いた 所 に あり ます 。 





か わい い ポ ニー が 元気 いっ ぱい に 駆け 回 っ て い 





ます 。 ま た 係員 に 引か れ た ポニ ー に 乗る こと も 
で き 、 子 供 た ち に と っ て も 楽し い 思い 出 が で き 
る コー ナー。 料 金 (子供 の み )U0 円 














エン トラ ンス 広場 
入口 の すぐ 前 の 広場 で 、 階 段 状 に 流れ る 川 に は 
本 物 そ っ くり の 動物 た ちの モニ ュ メ ント が お 出 
迎え 。 清 涼感 あふ れる 噴水 も あり 、 こ こ か ら 各 
に ニタ ーー ベト 








天馬 の 塔 (シン ボル タワ ー) 
入口 を 入っ た 正面 に を そびえ る ユニ ー ク な 塔 。 文 
字 ど お り 馬 が 天 を 駆け 巡っ て いる 姿 は 、 子 供 た 
ちの 夢 を か きた て て くれ ます 。10 時 一 17 時 まで 
1 時 間 毎 に 鐘 が 鳴り 響き ます 。 








1 周 50m の コー ス で 、 大 き な 馬 に 乗っ て まる で 
西部 劇 の カウ ボー イ に な っ た 気分 。 こ の 辺り か 
ら は 関東 平野 も 一 望 で きま す 。 

乗馬 料 、 大 人 400 円 、 子 供 200 円 。 


こ ご も 動物 自然 公園 
IE【 の コバ | 






















住 所 埼玉 県 東松山 市 岩 殿 554 
開園 時 間 3 月 1 日 一 11 月 30 日 9 時 30 分 一 17 時 
12 月 1 日 一 2 月 末日 9 時 30 分 一 16 時 30 分 
(入園 券 の 発売 は 閉園 1 時間 前 まで ) 
入園 料 大 人 400 円 
小 人 ( 小 ・ 中 学生 ) 200 円 
※ 団 体 (30 名 以上 ) の 場合 
大 人 320 円 、 小 人 160 円 
料 大 人 400F 小 介 回 ) 200 円 
日 毎月 曜日 (月 曜 が 休日 の と き 翌 日 ) 
年 末 、 年 始 は 12 月 29 日 一 1 月 1 日 。 
お 問い 合わ せ は 容 0493-35-1234 (公園 管 理事 務 所 ) 


@ 園 内 で の 注意 事項 

動物 が いや が る こと は し な いで くだ さい 。 
(いた ずら や 、 い じ め た り 、 無 理 に エサ を 与え 
た り し な いで くだ さい )。 

② 係 只 、 飼 至 員 の 注意 を よく 聞い て くだ さい 。 

3 園内 で お 漂 を 飲む こと は 禁止 され て いま す 。 
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ちょ っ と 早起き 【 て 、 
仲間 と 自然 の な か へ 


か 
- 


ーー ニン 


ーー 指導 標 の な い コー ス で す 


岩場 あり 、 尾 根 を 進 お 
し 四 夫 線 を 進む 


SS 
りき さき 
/ 


イキ ング 


休日 の 朝 、 お 天気 と 相談 し な から 出かけ られ る と いう 気軽 さか 、 東 上 沿線 の ハイ キ 
ング コー ス の うれ し さ 。 ご どの コー ス も 日 帰り 向き 。 湖 や 滝 、 尾 根 道 あ り 、 高 原 牧 場 
あり の バラ エ テ ィ 100 宛 。 頂 か ら 見 る 奥 秩父 や 上 信越 の 山々 、 そ し て 、 遠 一 く 霞 む 大 
都会 の 高層 ビル 群 。“ 早 起き は 三文 の 得 " どころ で は あり ませ ん 。 
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SS 准 ヶ 島 ゴ ルフ クラ ジブ 6 鏡 北 潮 入口 の アー チ あ り EN 


ング 1 ア 


大 き な 杉 の 本 か ある 


(一 本 杉 放 ) 


ペット ンコ 
ン 横 切る 。 し し だ 


) 全て 指導 標 か あり ませ ん の で maws5// 


ご 注意 く だ さい 。 


に か ち 川 い の ン 
細道 に 入る 


ラニ 


- wapzo フ 





坂戸 駅 の りか え 東 毛呂 駅 下車 


@ コ ー ス 

東武 池袋 駅 一 (東武 東上 線 ) 一 坂戸 駅 一 (越生 線 15 分 ) 
ー( 歩 25 分 ) 一 鎌 北湖 一 ( 歩 25 分 ) 一 獅子 ヶ 滝 へ の 分 岐 
杉 幅 へ の 分 岐 一 《 歩 80 分 ) 一 桂木 観音 一 〈 歩 6 分 ) 
分 〉 一 越生 駅 一 < 越生 線 20 分 ) 一 坂戸 駅 


鏡 北湖 
ーー 本杉 幅 
コー ス 














東毛 昨 駅 一 ( 歩 45 分 〉 一 滝田 遊歩 適 入 
( 歩 25 分 〉 一 鉄塔 下 一 ( 歩 7 分) 一 一 本 
西山 国有 林 一 《 歩 20 分 ) 一 虚空 蔵 尊 一 〈 歩 20 


@ こ の コー ス は 指導 標 が 完備 され て お り ま せん 。 特に 一 本 杉 峠 一 桂木 観音 は 全然 あり ませ ん の で ご 注意 くだ さい 。 


バラ エ テ ィ に 富ん だ 楽 い い コ ー ス 

東毛 呂 駅 を 出発 。 す ぐ 左 手 の 小高 い 山 が " 流 鐘 馬 " で 知ら れる 出雲 伊波 比 神社 で す 。 町 な か を 通り 
過ぎ ざる と 静か な 里 道 。 そ し て 山 適 へ 。 約 45 分 で 鎌 北湖 へ 続く 広い 道路 を 横断 。 こ こ か ら 鎌 北湖 まで 
は 沢 冶 い の 遊歩 道 を 歩 寺 ます 。 

コー ス は 湖畔 を 右 へ 進み 、 一 本 杉 峠 へ と 向い ます 。 途中 、 林 道 に 出 て 尾根 を 登る こと 一 本 杉 峠 へ の 分 
岐 。 一 本 杉 峠 は この 切り 通し の すぐ 先 、 真 っ すぐ 進め ば 顔 振 峠 一 黒山 三滝 方 面 。 右 へ 曲がっ て 桂木 
観音 へ 向い ます 。 

気持 ち 良 尾根 を 約 80 分 、 山 寺 の た た ず ま い の 桂 木 鋭 音 に 着き ます 。 階段 を 登っ た と ころ に 鐘楼 、 
桂木 観音 が あり ます 。 こ こ か ら は 下り 。 こ の 辺り は 柚子 畑 が 多く 見 られ ます 。 西山 国有 林 を 抜け る 
と 虚空 蔵 葛 に 到 落 。 越生 駅 まで は ここ か ら 約 20 分 、 梅 の 畑 が 広がる 適 を 歩き ます 。 


桂木 観音 

大 変 氷 め の 良い 所 に あり 、 
仁王 門 を くぐる と 二手 観音 
を 安置 し た 朱 準 り の 本 堂 、 
平安 時 代 の 作 と いわ れ て い 
ます 。 

また 、 本 に で も 出 て き そ 
うな 趣 の ある 鐘楼 も ハイ キ 
ング の 疲れ を いや し て くれ 
ます 。 アジサイ も 見 事 に 咲 
きま す の で 、 ぜ ひそ の 時 期 
に 訪れ て みて は いか が で し 
よう が か 。 








大 高取 山 | 坂戸 駅 の りか え 越 生 駅 下車 


@ コ ー ス 

東武 池袋 駅 一 (東武 東上 線 ) 一 坂戸 駅 一 《 越 生 線 20 分 〉 一 越生 駅 一 
( 歩 5 分 ) 一 くす りや 角 ( 大 観山 入口 ) 一 ( 歩 15 分 ) 一 世界 無名 戦士 
の 苗 ( 大 観山 ) 一 ( 歩 10 分 ) 一 西山 高取 一 ( 歩 25 分 一 大 高取 山 の 肩 
( 歩 3 分 ) 一 大 高取 山 山頂 一 ( 歩 3 分 〉 一 大 高取 山 の 肩 一 ( 歩 15 
分 〉 一 桂木 観音 一 ( 歩 6 分 ) 一 西山 国有 林 入 口 一 ( 歩 20 分 ) 一 虚空 羽 
尊 一 ( 歩 20 分 〉 一 越生 駅 一 20 分) 一 坂戸 駅 


山 草 の 種類 も 多 (、 の ん ひ り 、 ゆ っ くり 派 の ハイ カー に 最適 


= ん 














越生 駅 か ら 県 道 を 右 へ 、100 メ ー ト ル 程 で 左側 薬局 の 手前 を 入っ て 世界 無名 戦士 の 軸 の ある 大 観山 へ 。 


霊 庁 の 左側 か ら 山 道 に 入っ て 、 高 取 山 を 経て 、 大 高取 山 へ 尾根 に 治っ て の コー ス で す 。 
草花 の 種類 も 多く 、 東 武 健康 ハイ キン グ 「 山 草 に 親しむ 会 」 も この コー ス で 行わ れ て いま す 。 





BS 

本 穫 

鎌 北湖 

別名 “乙女 の 湖 " と も 呼ば れる 鎌 北 湖 は 、 人 人 造 
の 山上 湖 で 、 一 年 を 通し て 太公望 た ち で 賑わっ 





て いま す 。 湖畔 に 
られ 、 お 花 晃 、 紅 葉 の 名 所 と し て も 有名 
また 、 滴 畔 に ある 山水 辛 で は 、 独 と 豚 















子 " い の 料理 ” が 楽し め ま す 。 キ ャ ング ブ 場 
も あり 、 【 蔵 自然 歩道 へ の ハイ キン グ 其 地 と 














も な っ て いま す 。 
( い の ぶ た 料理 は 31 ペ ー ジ に 辞し く 掲 載 )。 





越生 町 の は ずれ 、 静 か な 山裾 の ちょ っ と 長い 階 
段 を 登っ た 所 に あり ます 。 創建 は 寛 元 4 年 (12 
46 年 ) と いわ れ 、 緑 日 は 毎年 3 月 12 日 ・13 日 で 
開運 、 子 授 り 、 を 招く と し て 親しま れ 
て いま す 。 また 、 ル マ 市 や 植木 市 も た ち 、 岩 
わい を みせ ます 。 






























高坂 駅 西口 か ら 真 っ すぐ 延び る 道路 が "彫刻 の 
適 " と 呼ば れ て いま す 。 

左右 の 歩 適 に は 、 日 本 を 代表 する 彫刻 家 、 高 田 
博 厚 の 作品 が 並ん で いま す 。 裸婦 像 が 中 心 で 、 
新しい まち と 芸術 の 素晴らし いい 光景 が 見 られ ま 
は 
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物 見 山 高坂 駅 下車 


あ コ ー ス 
再 吹 幅 高坂 駅 一 ( 歩 60 分 ) 一 正法 寺 一 ( 歩 5 分 ) 一 物 見 山 一 ( 歩 20 分 一 地球 観測 セン ター 一 ( 歩 35 分 ) 
コー ス 上 人 炎 時 一 35 分 ) 一 源義 喚 の 曹 一歩 25 分 ) 一 山県 克 次 笠 昌 ) 一 ( 歩 5) 


ー 武 蔵 市 山 駅 


"彫刻 の 道 " か ら ハ イ テ ク の 地球 観測 セン ター、 
中 世 を 揺 $ が し た 武蔵 武士 の あふ $ さ と へ 。 


三角 屋根 の 時 計 台 が 素敵 な 高坂 駅 西口 が スタ ー ト 。 駅 前 スト リー ト は 、 き れい に 和 整備 され た 歩道 に 
彫刻 が 並ぶ "彫刻 の 道 "。 関越 疾 を 渡り 、 先 の 信号 を 右折 。 弁 天 様 を 祀る "鳴か ず の 池 ” を 通り 、 門前 
町 の 面影 が 残る 家並み を 抜け 、 石 段 を 登れ ば 容 民 観音 で す 。 こ こ か ら 物 見 山 へ は 約 10 分 。135m と 低 
い 山 な が ら 眺 望 の 良い 山 で す 。20 分 程 歩 け ば 左側 に 地球 観測 セン ター が 見 えて きま す 。 

同 セ ンタ ー か ら 秋 吹 峠 まで は 、 心 地 よ い 雑 木 林 の 道 で す 。 途 中 、 車 道 も 横切り ます の で 車 に 注意 し 
て くだ さい 。 

約 40 分 で あず ま 屋 の 休憩 所 の ある 笛吹 幅 に 落 き ます 。 さ ら に 、 桜 並木 の 車道 を 歩い て 縁 切 橋 まで 約 
20 分 、 す ぐ 先 の 交差 点 を 左 へ 300m 程 入っ 所 に 大 蔵 館 跡 が か あり ます 。 交差 点 の 反対 側 に は 源義 賢 の 墓 
と 伝え られ る 五輪 塔 が あり ます 。 都 北 川 に か か る 学校 橋 の 手前 を 左 へ 。 土手 治 い に 進 み 二瀬 橋 を 渡 
り 菅 谷 館 跡 へ 。 こ こ か ら 武 蔵 憲 山 駅 まで は 約 15 分 で 着き ます 。 









坂東 10 番 、 岩 殿 観 音 (正法 寺 ) 
養老 2 年 (718 年 ) の 開山 と いう 古 剃 で 、 ど っ し 
り と し た 観音 堂 、 断 崖 に 並ぶ 石仏 群 は 見 逃 せま 
せん 。 ま た 、 門 前 町 も 残さ れ 、 静 か な た た ず ま 
い を 見 せ て いま す 。(25 ペ ー ジ 参照 )。 








地球 観測 セン ター 
主 に 宇宙 の 人 工 衛星 か ら 送 り 続け られ る 地球 の 
情報 を キャ ッ チ し て いま す 。 そ の 他 、 地 球 や 宇 
宙 、 人 工 衛 旦 に 関す る 展示 も 行なっ て いま す 。 
見 学 DK で す 。(33 ペ ー ジ 参照 )。 


笛吹 峠 

「 ウ スイ トウ ゲ 」 と も 呼ば れ て いま す 。 正平 7 
年 (1352 年 ) に 新 田 義 宗 の 陣中 で 、 宗 良 親王 が 
笛 を 吹い た こと か ら 、 こ の 名 前 が 付い た と いわ 
れ て いま す 。 幅 の 下 、 将 軍 沢 に は 、 坂 上 田村 麻 
呂 、 東 征 の 時 の 伝説 が 残っ て いる こと か ら 、 か 
な り 古 い 往 選 と 思わ れ 、 人 山 重 直 ら 武 蔵 武 士 た 
ち が 、 幾 度 か この 峠 を 越え 、 鎌 含 へ と 向っ た の 
で し ょ うか 。 








大 蔵 館 跡 

平安 未 期 、 木 曽 義仲 の 父 、 帯 刀 先 生 源義 綱 の 館 
跡 、 久 寿 2 年 (1155 年 )、 義賢 は 兄 義朝 の 子 、 悪 
源太 義平 の 急 柚 に あい 戦死 。 すぐ 近く に は 杜 も 
あり ます 。(26 ペ ー ジ 参照 )。 





菅谷 館 跡 

鎌倉 武士 の 典型 、 旦 山 重忠 の 館 跡 。10 万 の 広 
大 な 地域 だ っ た が 、 今 は 雑木 林 に お お われ 、 土 
塁 や 空堀 が 往時 を 依 ば せ て いま す 。 館 跡 内 に は 
埼玉 県 歴史 資料 館 も あり 、 歴 史 探訪 に は 最適 で 
す 。 (菅谷 館 跡 は 26 ペ ー ジ 、 資 料 館 は 34 ペ ー ジ を 


参照)。 





る へ 外 秩父 ハイ キン グ 


仙 元 山 | 小川 町 駅 下車 


和紙 の 里 | 訪 計 
』 東武 池袋 駅 一 (東武 東上 線 ) 一 小川 町 駅 一 〈 歩 15 分 ) 一 八 高 線 踏み 切り 一 ( 歩 30 分 ) 一 仙 元 山 一 
コー ス 





( 歩 40 分 ) 一 大 聖 寺 一 〈 歩 15 分 ) 一 和紙 の 里 一 ( 歩 20 分 〉 一 小川 町 駅 





町 を 一 望 す $ 山 歩き と 
脈々 と 息づく 伝統 工芸 を 楽し む 


小川 町 駅 か ら 真 っ すぐ 、 国 道 の 信 号 を 越え て 突き 当たり を 左 へ 。 すぐ 右 へ 曲がり 、 信 号 を を へ 。 
八 高 線 の 踏み 切り を 渡っ て 右 へ 折れ 、 後 は 山道 を 約 30 分 で 仙 元 山 の 頂 上 で す 。 

低 山 な が ら 眼 下 に 小川 町 が 一 紐 で きま す 。 こ こ か ら は 下り 、 林 道 を 通り 、 し ば らく 里 適 を 歩き 、 国 
指定 の 重要 文 公 財 「 六 角 塔 装 」 が ある 大 聖 寺 へ 。15 分 程 で 伝統 工芸 と し て 脈々 と 息づく 手渡 き 和 紙 
の 時 です 。 見学 の 後 は 小川 町 駅 へ 約 20 分 で す 。 





小川 和紙 

小川 和紙 、 細 川 紙 と し て 広く 知ら れ て いま す 。 
細川 紙 は 、 も と も と 和紙 技術 の あっ た この 地域 
に 、 徳 川 入 符 後 は 徳川 の 親藩 領地 、 紀 伊 高野 山 
麓 の 細川 村 で 濾 か れ て いた 技術 が 導入 され た ご こ 
と か ら "細川 紙 ” と 呼ば れる よう に な っ た と 伝 
えら れ て いま す 。 

当時 は 江戸 の 発展 に 伴い 、 紙 の 消費 も 増加 し た 
が 、 紙 取引 を 江戸 の 大 商人 に 支配 され 、 生 産 農 庄 
家 は “菜種 の 油 ” の よう に し ぼら れ な が ら 需 要 
を 満た し 続け こい た の で す 。 こ うし た 歴史 を 経 
て 、 今 な お その 技術 を 伝え 続け こい る の で す 。 


お が わ 歩 道 小川 町 駅 下車 


コー ス @ コ ー ス 


東武 池袋 駅 一 (東武 東上 線 ) 一 小川 町 駅 一 〈 歩 50 分 ) 一 能満 寺 一 ( 歩 15 分 ) 一 還 禅 寺 一 ( 歩 15 分 ) 一 
自 戻 申 一 《 歩 0 分) 一 普 光 寺 一 《 歩 30 分 ) 一 埼玉 伝統 工芸 会 館 一 ( 歩 3 分) 一 小川 町 駅 





大 聖 寺 ( 下 里 観 音 大 聖 寺 の 六角 塔 
小川 町 の 南東 、 観 音 山 の 高台 に ある 石 青山 大 聖 
寺 は 「 下 里 観音 」 と も 呼ば れ 、 こ の 地方 の 豪族 
平 真 義 の 建立 と 伝え られ て いま す 。 境内 に ある 
六角 塔 半 は 、 康 永 3 年 (1344 年 )、 付 近 か ら 産 出 
され る 下 里 石 で 作ら れ 、 哉 蔵 国 に ある 同種 4 体 
の 中 で は 最も し っ か り し た も の で 、 足 重 な 資料 
と し て 保存 され て いま す 。 








な だ ら ガ な 丘陵 地帯 と 、 
の と み な 里 の 風景 を 楽し む 


小川 町 駅 か ら す ぐ 左 へ 曲がり 、 さ ら に 公民 館 の 所 を 左折 、 線 路 を くぐり 、 久 川 を 渡り 、 突 き 当 た り 
を 左 へ 。 指導 標 に 従い 、 み どり が 丘 団地 へ と 入っ て いき ます 。 こ の 辺り は 高台 で 景観 も な か な か 良 
く 、 や が て 下り に な り 、 約 0 分 で 能満 寺 に 到着 。 間 も な く 国 痢 と の 交差 点 に 出 ま す が こ こ を 左折 、 

先 の 手押し の 信号 を 渡り 、 輪 禅 寺 へ 。 哉 田 信玄 ゆか り の 寺 で す 。 指 導 標 通り バイ パス に 出 て 、 岩 産 
物 直 売 所 、 そ し て 百 戻 申 へ お 参り し て 普 光 寺 へ と 向い ます 。 こ の 辺り は 起伏 も あり 、 の ん びり 風 、 














人 寺 




















昼食 に お すす めで す 。 新 し い 住宅 が 次 双 と 建つ 中 を 、 埼 玉 伝統 工芸 会 館 へ 。 埼 玉 の 伝統 工芸 に 触れ 
た 後 は 小川 町 駅 へ 約 30 分 で 着き ます 。 武田 家 の 立派 な 墓所 が あり 、 武 田 信玄 ゆか り の 
寺 。 江 戸 時 代 、 こ の 地区 を 治め て いた 武田 新 十 

埼玉 伝統 工芸 会 郎 信 俊 が 、 父 信 実 (信玄 の 異母 第 ) の 追 福 と 、 





埼玉 県 内 の 伝統 的 手工 芸 品 の 振興 、 地 域 経済 の 一 族 の 菩提 寺 と し て 建立 され まし た 。 他 に 、 信 
発展 、 身 近 な 文化 を 後世 に 伝え る 目的 で 作ら れ 俊 筆 、 鷹 絵図 も 所 蔵 し て いま す 。 寺 、 絵 図 と も 
27 町 の 指定 文化 財 に 指定 され て いま す 。 
小川 和紙 は 勿論 、 岩 槻 の 雛人形 、 加 須 の 鯉 の ぼ 8 
。 り 、 行 田 の 足袋 な ど な ど 、 有 丹 訪 に 作り 上 げ ら れ 普 光 寺 
た 工芸 品 が 見 る 人 の 心 を な ご ませ て くれ ます 。 毎年 、 正 月 3 日 に 行なわ れる " 火 渡り " 奈 事 で 
剛 企画 展 や 実演 な ども 行なわ れ ま す の で 、 ぜ ひ 立 知ら れ と いま す 。 
きち 寄っ て み ま し ょ よう 。( 詳 し く は 34 ペ ー ジ を 参照 ) 次 渡り は 、 比 吉山 延暦寺 第 18 代 、 座 主 良 源 ( ざ 
すり よう げん ) の 霊 を 慰め 、 そ の 徳 に あや か っ 
て 災害 や 疫病 選 散 を 祈願 する 祭事 で す が 、 近 年 
受験 合格 を 祈 顧 する 若者 で 賑わっ て いま す 。 






































埼玉 伝統 工芸 会 
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堂 平山 小川 町 駅 下車 、 バ ス 


和 * @ コ ー ス 
立山 | 東武 池袋 駅 (東武 東上 線 ) 小 川町 駅 一 て バス 50 分 ) 一 白石 車庫 バス 停 一 〈 歩 60 分 ) 一 自 石 財 
コー スズ 上 15 分 ) 一 刻 ヶ 紀 山 大 一歩 2 分 ) 一 宇山 山頂 一 (15 人 一 伴 山中 一歩 5 分 ) 一 笠山 山 
ー( 歩 40 分 一 萩 平 集落 一 ( 歩 60 分 ) 一 和紙 セン ター 一 ( 歩 5 分 ) 一 学校 入口 バス停 一 (バス 20 
分 〉 一 小川 町 駅 
※ 伴 山路 一 ( 歩 50 分 ) 一 白石 車庫 
※ 秋 平 集落 一 ( 歩 25 分 ) 一 皆 谷 バス 停 


沢 遊び や 尾根 歩き も 楽し め 3 
外 秩父 ハイ ク の 代表 的 な コー ス 「 


比企 の 名 山 と し て 知ら れる 笠山 、 堂 平山 を 結ぶ コー ス で 、 小 川町 駅 か ら 白 石 車庫 行き バス 終点 で 下 
車 、 槻 川 の 源流 を 抜け て 白石 忠 へ 。 こ とこ こ か ら は 眺め の 良い 尾根 伝い に 刻 ヶ 嘩 を 経て 堂 平山 へ 。 山 頂 
の 観測 ドー ム の 裏側 を 笠山 幅 へ と 下り 、 そ し て 道 な り に 登る と 笠山 山頂 で す 。 

笠山 か ら 下 っ た 赤 平 集落 か ら は 、 尾 根 伝 い に 和 紙 セ ンタ ー、 学 校 入 ロバ ス 停 へ の コー ス と 、 ぷ どう 
園 の 脇 を 抜け て 皆 谷 バス停 へ 下る コー ス が あり 、 ま た 、 途 中 の 笠山 峠 か ら は 約 50 分 で 白石 バス 停 へ 
下る こと も で きま す 。 











白石 キャ ンプ 村 東 秩父 村 、 和 紙 セ ンタ ー 

白石 車庫 バス 停 か ら 約 5 分 、 槻 川 の ほとり に あ 小川 町 と と も に "和紙 の 里 " と し て 有名 な 東 秩 
り 、 シ ー ズ ン に は 、 若 者 や 家族 運 れ で 賑わい ま 父 村 。 手渡 き 和紙 の 伝統 を 今 に 伝 える 貴重 な 施 
す 。 バ ン ガ ロー や テン ト 、 シ ャ ワー な ども 完備 、 設 で す 。 手 渡 き の 体験 も で き 、 連 日 、 小 ・ 中 学 
され 、 ま た 、 地 元 で 採れ る 山菜 や 川名 、 椎 茸 、 生 の 校外 学習 で 賑わっ て いま す 。 





ソバ な ども 楽し むこ と が で きま す 。 また 、 地 元 の 主婦 が 作る 手打 ち ソ バ パ は 絶品 、 ぜ 
(詳し く は 29 ペ ー ジ を 参照 )。 ひご 賞味 くだ さい 。 





大 霧山 小川 町 駅 下車 、 バ ス 


@ コ ー ス 
定 睡 幅 東武 池袋 駅 一 (東武 東上 線 ) 一 小川 町 駅 一 (パス 38 分 〉 一 橋場 バス 停 一 〈 歩 50 分 ) 一 皆 新 田 峠 
コー ス ( 歩 25 分 〉 一 大 霧山 山頂 一 〈 歩 20 分 一 秩父 へ の 尾根 の 分 岐 一 ( 歩 10 分 》 一 旧 定 峰 峠 一 〈 歩 40 分 ) 
ー 定 峰 幅 一 《 歩 35 分 〉 一 臼 石 車庫 バス 停 一 (バス 50 分 ) 一 小川 町 駅 


記 

山容 の 美 い ヽ 大 駿 山 

+ ズ ※ さ 
山頂 お ら は 、 奥 秩父 、 上 州 の 山々 が 一 過 
ニニ つの 旧 峠 道 に 挟ま れ た 大 霧山 は 、 秩 父方 面 の 眺望 が 特に 素晴らし い 。 小川 町 駅 か ら 昨 石 車庫 行き 
の バス で 橋場 下車 、 槻 川 の 弟 新 田橋 を 渡り 、 林 道 を 登り 、 途 中 か ら 右 へ 折れ て 細い 人 適 を 登り ます 。 
弟 新 田 座 まで は の ご どか な 山村 の 道 を 登り 、 峠 か ら の 眺望 を 楽し みな が ら 大 肥 山 山頂 へ 。 
大 自然 の パノラマ を 満 吊 し た 後 は 下り で す 。 一 部 、 牧 場 の バリ ケー ド 治 い に 歩 きま す の で ご 注意 く 
だ さい 。 峠 の 十字 路 に 出 た ら 旧 定 峰 幅 で す 。 直 進 す れ ば 定 峰 峠 を 経由 白石 バス 停 へ 、 を へ 下 れ ば 、 
経塚 バス 停 に 出 ます 。 





中 央 の 高い 山 が 大 霧山 





大 軸 山 
外 秩父 の 山々 の 中 で は 、 比 較 的 登り が きつ い 山 
で 、 そ の 分 眺望 も ば っ ちり 。 武 甲山 、 両 神山 を 
は じ め 上 州 の 山々 も 望め 、 天 気 の 良い 日 に は 
遠く 浅間 山 を も 見 る こと が で きま す 。 

眼下 に は 、 秩 父 市 や 長 少 町 、 そ し て 広大 な 関東 
平野 が 見 渡せ ます 。 


秩父 往 環 三 幅 

東 秩父 村 か ら 秩父 方 面 へ 抜け る 道 は 、 由 を 越え 
る 3 ルー ト が あり ます 。 

日 本 武 尊 が 等 を 差し た の が 、 大 木 に な っ た と い 
う 二 本 木 峠 。 坂上 田村 麻 呂 が お 第 を 煮 て 食べ た 
と いう 弟 新 田 峠 。 新 し い 自 動車 造 が で きた た め 
旧 定 峰 幅 の 3 つ で す 。 昔 は 経済 の 要 路 で し た が 
今 は ハイ カー に 親しま れ て いま す 。 
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この 付近 
指導 標 を 良く 見 で 





(人 山 ベ ーーh 
尾根 伝 の 









ここ から 
山道 を 登る 
に 千 体 荒神 巧 碑 の 道 






本 


NN さ 玉 定 ダム 
! タム の 上 歩い て 流れ ます = 









PD 


皇 鈴 山 付近 か ら の 
素晴らし い 眺 望 





小川 町 駅 下車 、 バ ス 





= 出生 HH | 東武 池袋 駅 一 (東武 東上 線 ) 一 小川 町 駅 一 (バス 35 分 ) 一 打出 一 ( 歩 60 分 ) 一 二本木 幅 一 ( 歩 3 分 ) 
7 - キ ャ ンプ 場 一 ( 歩 25 分 〉 一 旦 稚 山 一 ( 歩 25 分 〉 一 登 谷山 一 ( 歩 10 分 ) 一 登 谷 高原 牧場 一 ( 歩 10 


分 ) 一 釜 伏 幅 一 ( 歩 10 分 〉 釜 伏 の 関 跡 一 ( 歩 35 分 ) 一 中 間 平 緑地 公園 一 ( 歩 75 分 ) 一 鉢 形 城 電 - 
( 歩 10 分 〉 一 寄居 駅 














※ 釜 伏 の 関 貴 一 ( 歩 20 分 〉 一 風 布 へ の 下山 口 一 ( 歩 35 分 ) 一 風 布 分 校 下 一 ( 歩 5 分 )》 一 日 本 の 里 
ー( 歩 45 分 ) 一 玉 淀 ダム ー( 歩 30 分 〉 一 鉢 形 城 直 一 〈 歩 10 分 ) 一 寄居 駅 
登 谷 高原 牧場 


小川 町 駅 か ら 白 石 行き バス で 「 打 出 」 下車 (バス 停 か ら 50m 程 戻っ た 所 に トイ レ あ り )。 バス停 か ら 
小さ な 丸木 橋 を 渡っ て 、 林 道 を 横切り 、 約 60 分 で 二本木 峠 へ 。 こ の 辺り は 、 新 緑 の 季 節 、 特 に 山 ツ 
ツジ の 咲く 5 月 上 旬 が 最高 で す 。 

ここ を 右 へ 、 キ ャ ンプ 場 の 横 を 通り 、 や が て 眼下 に 長 洛 町 が 広がっ て きま す 。 こ こ か ら 皇 鈴 山 、 登 
谷山 、 牧 場 を 経て 釜山 神社 まで は 有 眺望 の 良い 尾根 が 続 寺 ま す 。 釜山 神社 か ら 時 間 の ある 方 は 、 低 伏 
山 山頂 近く の 「 日 本 水 」 へ 。 
釜山 神社 か ら は 、 秩 父 へ の 入口 「 釜 伏 の 関 」 跡 を 通っ て 、 北 限 の みか ん 山 と し て 知ら れる 風 布 へ 。 
10 一 12 月 だ っ つた ら み か ん 狩り を 楽し み 波 久礼 駅 へ 。 ま た は 中 間 平 緑地 公園 、 鉢 形 城 填 を 経て 寄居 駅 
へ で る こと が で きま す 。 





























望 合 高原 拉 (し ぼり た て 牛乳 ) 

アル プス ホル ン で も 聞こ えて きそう な 高原 牧場 。 
の どか に 草 を か む 牛 た ち を 見 て いる と 、 日 頃 の 
スト レス な ご ど 忘れ て し まい ます 。 ま た 、 売 店 が 





開い て いれ ば 、 し ぼり た て の 牛乳 が 乾い た の ど 
を 潤し て くれ ます 。 


新緑 の 頃 、 ツ ツジ が 咲く 頃 が 素晴らし い 。 明 る 
い 林 の 中 に は 、 赤 い 屋 根 の バン ガロ ー が あり 、 
二本木 峠 キャ ンプ 村 と し て 、 夏 期 シ ー ズ ン に は 
大 賑わい で す 。 こ の 辺り は 夜空 も きれ いで 、 近 
くに は 観測 ドー ム も あり ます 。 


日 本 水 (や ま と み ず ) 

日 本 名 水 百 選 に 選ば れ 、 釜 伏 山 の 山頂 付近 、 百 
畳 敷 の 考 か ら コ ンコ ン と 湧き 出る 水 は 、 お いし 
くも あり 、 不 思 議 で も あり ます 。 


























ーー ーー ルー | | 』 寄居 駅 下車 
PT ロロ 人 キロ 上 $ コ ー ス 
J < / 山 月 上 東京 池袋 駅 一 (東上 線 ) 一 寄居 駅 一 ( 歩 25 分 ) 一 大 正 池 一 ( 歩 25 分 ) 一 鐘 つ き 堂山 一 ( 歩 20 分 ) 
円 良 田 湖 一 ( 歩 10 分 ) 一 羅漢 山 一 ( 歩 10 分 一 少林 寺 一 ( 歩 20 分 ) 一 寄居 町 自然 休養 村 セ ンタ ー 
( 歩 45 分 一 寄居 駅 
※ 寄 居 町 自然 休養 村 セ ンタ ー 一 ( 歩 5 分 〉 一 玉 淀 ダム ー( 歩 30 分 ) 一 鉢 形 城 寺 一 ( 歩 15 分 ) 
寄居 駅 


戦国 時 代 を 介 び な が ら 、 縮 涯 る ん と の 語ら いも 楽 い ^ ヽ 
スタ ー ト は 寄居 駅 北口 か ら 。 バイパス を 横断 し 天正 寺 を 左手 に 見 て 大 正 池 へ 。 こ こ か ら 登 り で 約 25 
分 で 、 敵 の 来 を 鐘 を 突い て 対岸 の 鉢 形 城 に 知ら せ た と いう 鐘 つ き 人 堂山 山頂 に 着き ます 。 

山頂 か ら は 、 釣 りや 桜 で 有名 な 円 良 田 湖 へ 。 そ し て 513 体 の ユニ ー ク な 五 百 弘 漢 の 並ぶ 少林 寺 を 回 
り 、 秩 父 線 、 国 道 を 渡り 、 寄 居 町 休養 村 セ ンタ ー へ 。 こ こ か ら 寄 居 駅 まで は 町 な か を 歩い て 約 45 分 
で す 。 ま た 、 休 養 村 セン ター か ら 玉 淀 ダ ム を 渡っ て 鉢 形 城 寺 を 訪ね る コー ス も お すす めで す 。 




















少林 寺 の 五 百 比 漢 





田 湖 (つぶ ぷら た こ ) 寄居 町 付 JJ センター 
周囲 約 4 Km の 人 人造湖 で 、 春 に は 1 .500 本 の 桜 が 見 寄居 町 の 観光 ・ 物 産 の イン フォ メー ショ ン セ ン 
| フ ワカ サギ の 釣り ター。 勿 議 、 特 産品 の 販売 も され て いま す 。 
有名 で す 。 ( 傘 0485 一 81 一 3012、 水 曜日 定休 日 )。 
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演 勝山 東武 竹沢 駅 下車 


コ ー ス 
官 ノ 禄 山 東武 池袋 駅 一 (東上 線 ) 一 東武 竹沢 駅 一 ( 歩 8 分 ) 一 金 勝山 東 登山 口 一 〈 歩 25 分 ) 一 金 勝山 山頂 一 
コ 4 ( 歩 7 分 ) 一 少年 自然 の 家 本 館 一 〈 歩 20 分 ) 一 南 登山 口 一 ( 歩 20 分 ) 一 国道 の 信号 一 ( 歩 25 分 ) 一 
三光 神社 一 〈 歩 10 分 ) 一 天王 沼 一 ( 歩 20 分 〉》 一 官 ノ 倉 峠 一 〈( 歩 15 分 ) 一 官 ノ 倉山 山頂 一 〈 歩 10 分 ) 
ー 石 環 山 一 ( 歩 5 分 ) 一 尾根 か ら の 分 岐 一 〈 歩 10 分 ) 一 北向 不動 一 〈 歩 50 分 ) 一 八幡 神社 一 〈 歩 20 
分 〉 一 小川 町 駅 
前 の いそ の 裏 か と ジグ ) ③1 
ド ひ ます 


ググ 


LC。 
NNSS ッ ググ 
NN 
) 
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ー ク 7/ 太 り 


ン ン 下 * 2 る 
が あり ま 
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ニン 





ンク ーー ンー 









ファ ミリ ー ハ イク に 人 気 、 
低 山 な が ら 5 見 晴らし 抜群 


東武 竹沢 駅 か ら 金 勝山 東 登山 道 を 約 30 分 、 埼 玉 
県 立 小 川 少年 自然 の 家 の ある 山頂 へ 着き ます 。 
この 辺り か ら は 、 外 秩父 の 山々 も 良く 見 え 、 こ 


い 
イキ ング エス 
れ か ら 登 る 官 ノ 廊 山 も ラク ダ の コブ プ の よう に 見 


えま ず 。 山南 人 山道 を 指導 標 = 従 っ で り 。 どこ て まで 歩け る ガ / 楽し い 脚 だ め L。 
の コー ス は 、 ハイカー が 、 い つ で も 、 間 単に 、 自 分 の 脚力 が 判断 で きる と いう こと を 目的 に 
が り 宜 ノ 含 山 へ 向かい ます 。 三光 神社 を 過ぎ 、 5 


天王 沼 へ 。 こ こ か ら は 募 折 り の 少々 きつ い 登 り 旨 6 ーー 
コー ス は 、 埼 玉 県 比企 郡 小 川町 か ら 、 秩 父 郡 東 秩父 村 を 馬 踊 形 に 約 一 周 し 、 大 里 都 寄居 町 に 和 至 


で す 。 
る で 、 見 晴 ら 外 秩父 の 主 な 峰 み ね を 縦走 し ます 。 決 し て 走っ た り せ ず 、 自 多 
官 ノ 倉 忠 を 左 へ 曲がり 、 官 ノ 倉 山 山頂 へ 向かい る 40.2Km で 、 見 晴らし の 良い 、 外 秩父 の 主 な 嘩 みね を 縦走 し ます 。 決 し て 走っ た り せ ず 、 自 
の すばらし さ を 楽 し みな が ら 歩 きま し よう 。 


ます 。 周囲 の 山々 の 景色 を 楽し ん だ 後 は 、 ち ょ っ 











と スリ ル の ある 岩場 を 下り 、 北 向 地蔵 、 八 幡 神 @ コ ー ス ( 全 行 程 40.2Km) 


す 滞 MSh か Ah つよ ょ っ ご 寄 小川 困 駅 一 官 ノ 倉 山 一 東 秩 父 村 和 紙 セ ンタ ー- 笠山 一堂 平山 剣ヶ峰 一定 峰 財 一 大 霧 
2 山 一 旦 鈴 山 一 登 谷山 - 日 本 水 殺 形 城 寺 寄 居 駅 














っ ke ング コー 
地図 (1 uo | 





末 
日 階 「 山 用 品 売場 」 に 用 意 し て あり 
ます 。 無料 。 





埼玉 県 立 小 川 少年 自然 の 家 0 
ほぼ 金 勝山 の 全体 が 自然 の 家 に な っ て お り 、 山 

頂 の 本 館 に は 、 小 ・ 中 学生 の 宿泊 施設 や ブ 
ラ ネ タ リウ ム 、 他 に オリ エン テー リン 
グ コ ー ス 、 キ ャ ンプ 場 な ど が あり 、 
一 年 を 通し て 校外 学習 に 利用 
され て いま す 。 (詳し く は 
38 ペ ー ジ を 参照)。 










造り 酒屋 
八幡 神 社 を 下り 切っ た 所 に 、 造 り 酒屋 「 晴 雲 酒 
造 」 が あり ます 。 酒 の 命 と も いわ れる 水 が 湧き 、 
疲れ た の ど を 潤す こと も で き 、 ま た 、 見 学 
も で きま す 。 (会 0493 一 72 一 0055)。 








三光 神社 

ね 興味 深い 伝説 も 残る 三光 神社 
中 が は 、 官 ノ 廊 山 へ の 目 じ る し 。 
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ぶら り 歩 く 、 文 化 の 香り た か い 散 歩道 。 


下 赤塚 駅 か ら 板橋 区 立 の 植物 園 や 美術 館 、 郷 土 資料 館 を 訪ね て 。 の ん びり 歩い て も 
約 30 分 、 道 すか が から に ある 赤塚 大 堂 や 松月 院 、 東 京 大 仏 を 巡る の も いい 。 午後 か ら で 
も 出かけ られ る 興味 津々 、 手 軽 な コー ス 。 





乗 蓮 寺 (東京 大 仏 ) 

赤塚 山 乗 寺 は 、 現 在 地 へ 移転 する 前 、 板 橋 宿 
に あっ て 、 応 永 14 年 (1407 年 ) 寂 の 英 蓮 社 信 誉 
無 的 和尚 の 開山 と いわ れる 名 利 。 昭 和 52 年 に 東 
京 大 仏 も 完成 、 新 名 所 と も な っ て いま す 。 
天正 19 年 (1591 年 ) に 徳川 家康 より 10 石 の 寄進 
を うけ 、 代 々 将軍 の 鷹 狩 り の 小 休 所 と し て 利用 
され た と いう 貴重 な 資料 も 残さ れ て いま す 。 
境内 に は 東京 大 公 と と も に 、 藤 堂 家 の 石像 が あ 
り 、 な か で も “どん な 苦し み も ガマ ン す る 失 
は 大 変 ユ ニー ク で 、 ぜ ひ お 参り し て くだ さい 





赤塚 大 堂 

大 同年 間 に 建 立 され 、 聖 徳 太 子 の 作 と 伝え られ 
る 阿弥 陀 像 が 安置 され て いま す 。 

か つて は 七 堂 伽藍 を も つ 大 寺 で あっ た が 、 上 杉 
輝 虎 の 小田 原 攻め の 際 に 焼 舌 し まし た 。 
境内 に ある 古 鐘 に は 、 学 僧 円 月 の 名 文 が 刻印 さ 
れ て いる こと で も 知ら れ て いま す 。 





諏訪 神社 諏訪 神社 
赤塚 城 の 鬼門 の 地 に 、 武 神 、 農 業 の 神 、 信 州 の 
諏訪 大 社 を 勧請 させ た も の で 、 都 の 無形 文化 財 
に 指定 され た “" 田 遊び " の 神事 で 有名 。 


松月 院 

赤塚 城主 、 千 葉 氏 の 菩提 寺 で 、 元 徳 元 年 (1329 
年 ) の 墓 百 が 残り 、 曹 洞 宗 万 吉山 と 号 する 名 刺 
で す 。 本 堂前 の 顕彰 碑 は 、 幕 府 の 命 に より 付近 
の 徳丸 ヶ 原 で 高島 秋 帆 が 大 砲 の 実 射 や 、 洋 式 歩 
兵 調 練 を 行なっ た 記念 の も の で 、 奥 に は 「 次 郎 
物語 」 の 作者 、 下 村 湖 人 の 墓 も ちり ます 。 





ーー F し 訪 神社 












和 土 次 料 館 


- ソノ 赤塚 JULT 





(東京 大 仏 ) 下 9 
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り の 街 、 川 






重厚 感 あ ふれ る 蔵 造り の 商家 が 並び 、 多 く の 寺 院 が 点 在 する 川越 は 、 今 も 江戸 時 代 
の 風情 か そこ ここ に 残っ て いま す 。 

か つて 新河岸 川 の 舟運 で 栄え た 街 に は 、 江 戸 城 この ゆか り の 深い 喜多 院 や 東照宮 、 
席 民 の 当時 の 暮らし ぶり が うか が える 上 菓子 屋 横 十 な ど 、 レ トロ 感覚 いっ ぱい 。 
また 、 通 り の 電柱 な ども 地下 に 埋設 され つつ あり 、 街 並み の 景観 も 一 層 強 く 心 に 残 
り ま す 。 

川越 へ は 、 池 袋 か ら 急 行 で 約 30 分 で す 。 

















9 凶 | 


IIHNURO TO で 





菓子 屋 横丁 
昔 懐 か し い 駄菓子 
ぱい の 路地 で 、 時 
いる 様子 も 見 学 で 
わい で す 。 (見 学 可 






三芳 野 神社 
川越 城 の 鎮守 様 で 
天神 様 の 細道 じゃ 


の 地 と し て 知ら れ 


氷川 神社 
川越 の 総 鎮守 で 
文化 財 で す 。 ま た 


同 神社 の 秋 の 例 大 


日 枝 神社 


妻 和 名 陸 の 


喜多 院 の 鎮守 と し 


太 








成田 別院 

お 不動 様 と し て 親 
アン チッ ク バ ザー 
く か ら 外 国人 な ど 





屋 さ ん が 並ぶ レト ロロ 感覚 いっ 
間 に よ っ て は 実際 角 を 作っ て 
きま す 。 休 日 な ど は 大 変 な 賑 
人 0498-P6-1386、 玉 力 さん ) 





、 か ここ は どこ の 細道 じゃ 、 
… の 童謡 「 通 りゃ ん せ 」 発 祥 
て いま す 。 


本 殿 欄 間 の 彫刻 は 、 県 指定 の 
、 有 名 な 「 川 越 ま つり 」 は 


タメ 
2 で o 


て 祀っ られ た も の で 、 東 京 赤坂 
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@ 川 越 七福神 めぐ り 
川越 駅 一 炒 善 寺 ( 昆 沙門 天 ) 一 天然 寺 ( 寿 老人 ) 一 喜多 院 (大 黒 天 ) 一 成田 山 (恵比寿 ) 一 運 
殴 寺 ( 福 禄 寿 ) 一 養 寿 院 (布袋 尊 ) 一 妙 中 寺 ( 左 財 天 ) 








田 道 準 に よっ て ここ か ら 分 


し まれ 、 境 内 で は 、 毎 月 28 日 
ル (骨董 市 ) が 開か れ 
で 賑わい ます 





蓮 藻 寺 

川越 夜戦 の 後 、 城 将 と な っ た 北条 の 臣 、 大 道 寺 
政 繁 の 母 、 藻 尼 の 創建 で 、 感 裳 上 人 を 開山 と 
する 浄 士 宗 の 寺 で 、 呑 龍 上 人 を 祀っ て いる こと 
か ら 子 育 呑 衣 様 と し て 、 ま た 、 本 堂 に ある “お 
びん ずる 様 " で も 親しま れ て いま す 。 


養 寿 院 

河 肥 経 重 の 開基 で 、 河 越 太郎 の 慕 が あり 、 川 越 
七 不 思 議 の ひと つ 「 城 中 踏 の 音 」 に まつ わる 堀 
川 夜 討ち の 図 が 寄進 され た と ころ 。 


東明 寺 

小田 原 北条 の 関東 進出 を 決定 的 に し た 川越 夜戦 
の 激戦 地 で 、 将 兵 の 遺骸 を 納め た “富士 塚 " カ 
今 も 残っ て いま す 。 
浮島 神社 
伝説 の 多く 残っ て いる 神社 で 、 子 授 り 、 安 産 の 


神様 と し て 親しま れ て いま す 。 























眼 稚 吉見 ・ 恒 山 周辺 


奇妙 な 遺 を 前 に 、 想 い は 古代 を 駆け x 巡 3。 


褐色 の 肌 、 回 は ぼう ぼう 、 手 に は 石 槍 …、 あ の 原始 人 が 今にも 飛び 出し て きそう な 
人 は みな タイ ム ス リ ッ プ し て し まう 。 


横穴 群 。 こ の 光景 を 目 の 前 に し た と き 、 


風光 明 婚 な 嵐山 町 は 、 中 世 の 武 蔵 武 士 た ち が 華 々 し く 活 躍 し 、 散 っ て いっ た 所 。 
畠山 重忠 や 木曽 義仲 の 史跡 が 多く 残り 、 歴 史 フ ァ ン に と っ て 格好 の “歴史 探訪 " と 
な る は すず で す 。 





岩 殿 山 正法 寺 ( 岩 殿 観 音 ) 

坂東 10 番 の 札所 で 岩 殿 観音 と 呼ば れ 、 本 尊 は 千 
手 招 音 菩薩 で 、 養 z 老 2 年 (718 年 ) の 開山 と 伝え 
られ る 古 東 。 現 在 も 静か な 門前 町 の 面影 が 残り 
往時 を 依 ば せ て いま す 。 
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* 層 





* 楽 し みな が ら 歩 け ば 、 風 の 色 が 見 えて くる " 
(天声 人 語 )。 毎 年 秋 に 開催 され る 日 本 最大 の ウ 
オー キン グマ ー チ 。 東松山 市 を 中 心 に 3 日間 国 
内 は も と より 世界 の ウォ ー カ ー が 集まり ます 。 








岩肌 に 掘ら れ た 219 個 の 穴 は 、 古 代 人 の 群集 填 
募 で 、 横 穴 の 一 部 に は 、 日 中 、 英 金色 に 輝く 、 
天然 記念 物 の 「 ヒ カリ ゴケ 」 が 自生 し 、 植 物 分 
布 上 、 極 め て 貴重 と され て いま す 。 








簡 弓 稲荷 神社 

東松山 駅 西口 前 に あり 、 長 元 元 年 (1028 年 ) 、 
源 頼 信 に よっ て 創立 され た と 伝え られ 、 境 内 に 
ある 「 ほ た ん 園 」 は 、 東 武 鉄道 先代 、 根 津 社長 
の 寄贈 が は じ ま り で 、 現 在 ぼ た ん は 市 の 花 。 





吉見 観音 

寺 名 は 岩 殿 山 安 楽 寺 と いう 坂東 11 番 の 札所 。 本 
堂 、 三 重 塔 、 大 仏 、 薬 師 堂 や 、 本 堂 欄間 に は を 
只 五 郎 作 と 伝え られ る " 野 荒し の 虎 *” な どの 彫 
刻 が あり ます 。 


吉見 御所 
吉見 観音 に 預け られ た 源 範頼 の 居館 。 息 障 院 で 
御所 は 地名 と し て も 残っ て いま す 。 


松山 城 電 

上 杉 と 北条 の 攻防 戦 で 、 川 越 城 こ と も に 常に 戦 
乱 に あっ た 城 で 、 異 臣 の 関東 攻勢 で 落城 。 伝説 
も 多く 残る 城跡 で す 。 





八丁 湖 
八丁 人 反 の 水 








に 水 を 供給 する た め に 作ら れ た 
貯水 池 。 今 は 釣り 人 や ボー ト 遊 び を する 若者 た 
ち で 賑わう レジ ャ ー 用 の 潜 と な っ て ます 。 














武蔵 武士 の 中 で も 良く 知ら れ た 畠山 重 下 の 錠 跡 
で す 。 旦 山 重 中 は 柏 武 平 氏 の 流れ を 受け る 畠山 
の 庄司 、 重 能 の 子 と し て 、 長 寛 2 年 (1164 年 ) 
に 生れ 、 平 家 の 全 盛 に 育ち まし た が 、 治 承 4 年 
(1180 年 )、 頼 朝 が 伊豆 に 挙兵 し た 後 は 、 頼 朝 の 
御家 人 と な り 、 源 家 再 興 に 努め 、 質 実 剛健 に し 
て 文武 に 優れ た 重 中 は 、 頼 朝 か ら は 大 変 信頼 さ 


れ て いま し た 。 こ の た め 、 頼 朝 な き 後 は 、 北 条 


- 


嵐山 渓谷 

町 名 の 嵐山 町 は 、 槻 川 の 清流 が 大 きく 字形 に 
曲がっ て 美しい 渓谷 美 を 見 せる 風景 が 、 京 都 の 
嵐 山 に 似 て いる こと か ら 、 武 蔵 憲 山 と 呼ば れる 
よう に な り ま し た 。 

下流 の 槻 川橋 付近 の 川原 で は 、 
ども で きる 施設 が あり ます 。 


バー ベ キ ュー 


国 蝶 「 オ オム ラサ キ 」 を 町 あげ て 大 切 に 保護 
育て て いる 嵐山 町 。 ク ヌ ギ や ナラ な ご ど が 多い 林 
の 中 、 菅 谷 館 跡 の 隣 に 「 オ オム ラサ キ の 森 活動 
セン ター」 が あり ます 。 ( 傘 0493 一 62 一 8485、6 
月 一 8 月 は 月 曜 を 除き 毎日 、 そ の 他 は 日 曜 の み 
開館 。 入 館 無料 )。 


政 時 か ら 無 実 の 罪 を を せら れ て 殺さ 
ます 。 

ー の 谷 の 合戦 で 、 愛 馬 を 背負 っ て 谷 を 下っ た 話 
は 有名 で す 。" 気 は 優し く 力 持ち "の 武蔵 武士 
だ っ た の で す 。 

この 館 は 、 都 幾 川 と 槻 川 の 合流 する 北側 の 台地 
に あっ て 、 東 西 に 深い 谷 が あり 、 守 に 良い 地形 
で 、 現 在 も 土 圭 や 空堀 が 残り 、 歴 史 公園 と し て 
整備 、 保 存 さ れ て いま す 。 


れ て し まい 


ト ロ 
武蔵 貞 山 駅 か ら 徒歩 15 分 の 所 に あり 、 そ の 名 の 
通り 、 婦 人 教育 の 振興 を 図る た め の 文 部 省 の 附 


属 機関 。・14 ヘ クタ ー ル の 広大 な 敷地 に は 、 研 修 、 


交流 、 情 報 、 調 査 研究 、 そ し て 宿泊 施設 も 整っ 
て いま す 。( 容 0493 一 62 一 6711)。 


(は ん けい じ ) 

義仲 が 預け られ た 先 で 、 一 緒 に 育っ た の が 兼 遠 
の 娘 で よく 知ら れ て いる 義仲 の 愛人 、 巴 御前 で 
す 。 義 仲の 正妻 は 山吹 姫 で 、 義 仲の 生れ た 鎌形 
神社 の 近く の 木曽 館 で 、 義 仲の 子 、 義 高 を 生ん 
で いま す 。 義 PSP 
頼朝 の 娘 と 恋仲 に な る が 、 父 義仲 が 殺さ れ た 
全 倉 を 抜け 出し 当地 に 向う 途中 、 入 間 川 で 頼 
に 殺さ れ ま し た 

* 母 、 山 吹 姫 の た め に 建立 し た 


も の と 伝え られ 、 山 吹 姫 の 墓 が あり ます 。 


鎌倉 の 鶴 ケ 岡 八幡 宮 に 似 て いる こと か ら 鎌 形 と 
呼ば れ 、 付近 の 地名 と も な っ て いま す 。 

本 殿 の 右側 の 石垣 か ら 湧き 出る 清水 は 、 木 曽 義 
仲 産 湯 の 水 と も 伝え られ て いま す 。 義仲 は 久寿 
元 年 、 こ の 神社 付近 で 生れ 、 父 ト 大 蔵 館 で 殺 
され た た め 、 旦 山 重 能 の 手 に よっ て 木曽 山中 の 
中 原 兼 速 に 預け られ 成長 し 、 後 こ 上 っ て 旭 
将軍 と 呼ば れ て いた が 、 父 義賢 を 殺し た 義平 の 
弟 、 頼 朝 に 殺さ れ て いま す 。 

美しい 都幾川 沿い の この 付近 は 、 

ロマ ン の 残る 地 で す 。 


刀 先 生 源義 賢 の 
8 月 16 日 、 





< 講 委 か 寄 居 困 


静か な 街 に 息づく 鉢 形 城 洲 城 の 家 史 。 


寄居 は 、 山 国 、 秩 父 の 玄関 口 で ある と と も に 、 北 関東 を 一 望 する 要 所 だ っ た こと か 
ら 、 戦 国 時 代 の 史跡 も 多く 、 な か で も 北条 氏 の 鉢 形 城 の 落城 に 関す る 物語 は 、 胸 に 
迫っ て きま す 。 ま た 、 全 国 で も 珍し い 「 十 二 支 守り 本 尊 霊 場 」 が ある 町 と し て も 知 
られ て いま す 。 





小田 原 北 条 が 氏 邦 を 城主 と し て 、 北 関東 進出 の 
拠点 と し た 城 と し て 知ら れ て いま す が 、 天 麻 3 
年 (940 年 )、 す で に 源 経 基 が 秩父 の 平 将 頼 に 対 
し て 砦 を 築い て いま し た 。 

北条 氏 邦 は 、 永 禄 3 年 (1560 年 ) これ より 
上 流 に ある 天神 山城 か ら こ の 城 に 移っ て きま し 





に 、 





天正 寺 

電 ・ 寅 歳 の 守り 本 坦 、 虚 空 蔵 菩薩 が 祀 られ 、 宝 
晶 3 年 (772 年 ) の 創建 と 伝え られ る 古 利 で す 。 
境内 に は 鐘楼 も あり 、 寄 居 の 町 や 外 秩父 の 山々 
が 一 思 で きま す 。 


@ 武 州 寄居 十二支 守り 本 尊 霊 場 まい り 
生れ た 歳 の 干支 に は 、 そ れ ぞ れ 守 り 本 尊 が あり 
この ご 本 尊 を めぐ る 十二支 霊場 は 、 関 東 で は こ 
こ 寄 居 町 だ け で す 。 


寄居 駅 一 ( 歩 25 分 〉 




















天正 寺 ( 隔 ・ 寅 歳 ) 一 ( 歩 25 分 〉 一 正 龍 寺 ( 辰 ・ 


次 導 寺 
浄土 宗 に 属し 、 永 仁 5 年 (1297 年 ) の 開山 で 、 
藤田 派 の 中 心 寺院 。 藤 田家 は 武蔵 七 党 の 独 俣 党 
か ら 出 た 名 家 で 、 上 杉 家 の 四 家老 の 一 人 。 藤 
康 邦 が 川越 夜戦 の 後 、 北 条 氏 邦 に 娘 、 大 福 徹 前 
の 婚 と し て 家督 を ゆず る まで 、 こ の 地 を 治め て 
いま し た 。 

本 堂 天井 に は 、 金 竜 斉 宗 信 絵 画 「 百 人 一 苗 格 天 
井 」 が あり ます 。 









































巳 歳 ) 一 ( 歩 20 分 〉 一 番 導 寺 ( 子 歳 ) 一 








( 歩 20 分 ) 一 少林 寺 ( 路 歳 ) 一 ( 歩 15 分 〉 一 自然 休養 村 1 








セン ター 一 ( 歩 30 分 ) 一 放 光 院 ( 午 歳 ) 一 ( 歩 7 分 〉 一 











浄心 寺 ( 西 歳 ) 一 ( 歩 5 分 ) 一 正樹 院 ( 未 ・ 申 誠 ) 一 〈 歩 5 分 ) 一 西 意 寺 ( 成 ・ 放 歳 ) 一 〈 歩 5 分 〉 一 寄居 駅 
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正 龍 寺 藤田 康 邦 
北条 氏 邦 べ 要 の 基 
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(道標 あり ) レー ン 


天正 寺 生生 近 
中 (ハイキング) 
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2Z 








た 。 そ の 後 、 天 正 18 年 (1590 年 ) 5 月 19 日 、 前 
田 、 上 杉 、 真 田 な ど 、 豊 臣 の 大 軍 に 囲ま れ 、 支 
援 の な き 状 況 で 攻撃 に 耐え た が 、 同 年 6 月 14 
氏 邦 が 勧 降 を 受け 入れ て 30 年 の 歴史 を と じ 、 以 
来 廃 城 と な っ て いま す 。 

今 は 県 林業 試験 場 の 管理 に より 、 き れい に 整備 
され 、 本 丸 跡 に は 、 田 山花 袋 作 、 武 者 小路 実 征 
書 の 「 補 帯 山河 好 、 雄 視 関 八 州 、 古 城跡 空 在 、 
ー 水 尚 東 流 」 の 詩碑 が 立て られ て いま す 。 





















































正 龍 寺 
曹洞宗 に 属し 、 藤 田 康 邦 の 開基 で す 。 
鉢 形 落城 の 際 、 氏 邦 の 妻 で 氷 邦 の 娘 、 大 福 御前 








田 





が ここ に 身 を 寄せ て 、 小 田原 か ら 帰 っ た 夫 、 氏 
邦 と 会 う が 、 氏 邦 は 入道 し 前 田 利家 と 金沢 へ 旅 
立っ て し まい ます 。 落城 か ら 3 年 後 、 大 福 件 前 
は ここ で 自刃 し ます 。 

今 は 、 鉢 形 城 電 が よく 見 える 寺 の 裏山 に 、 氏 邦 
と 大 福 御 前 、 康 邦 と 西福 御前 の 墓 が 、 立 派 な 建 
物 の ひと つつ 屋根 の 下 に 入っ て いま す 。 


少林 寺 
曹洞宗 の 禅 寺 で 藤田 国 村 の 開 時 。 永 正 8 年 (1511 

































































年 ) の 開山 で 、 裏 山 の 登山 道 に は 、 野 趣 に 富ん 
だ 五 百 紀 漢 が 延々 と 続い こい ます 。 














梅 の 町 と し て 広く 知ら れ 、 早 春の 観 梅 の 季節 に は 大 勢 の 人 々 で 賑わい ます 。 ア イヌ 
語 で “恋人 を 待つ " と いう 意味 を も つ 越 辺 川 (お っ べ が わ ) が 町 を 流れ 、 黒 山 三滝 
や 太田 道 洪 の ロマ ン も 息づく 町 、 越 生 。 ま た 、 昔 か ら 庶民 信仰 と し て 親しま れ て き 
た 七福神 まい り の コー ス も 人 気 を 呼ん で いま す 。 


越生 梅林 

下記 川 の ほとり に ある 梅林 で 、 歴 史 も 大 変 古く 
一 説 に は 、 太 田 道 準 が 鈴 千 代 と 呼ば れ て いた 幼 

い 頃 、 あ まり に も 乱暴 者 だ っ た の を 、 父 道真 が 

文武 に 優れ る よう に と 祈願 し て 植え 





刀 


心配 し て 、 


た も の と も いわ れ て いま す 。600 年 を 超す 古木 や 
色 魚 や か な 紅梅 な ど 、 
か が せま す 。 


約 1000 本 が 見 事 な 花 を 咲 








五大 尊 

古木 の ツツジ が 約 700 本 、 色 と り ど り に 咲き 競い 
ます 。 祭礼 も ツツジ の 時 期 、5 月 3 日 に 行なわ 
れ 、 っ See 0 叱 松 尼 尊 天 (いな ふく 
みそ ん て ん ) が 祀 ら れ て お り ま す 。 

平 九郎 自刃 の 岩 

上 野 の 山 で 戦っ た 彰義 隊 の 一 部 が 、 振 武 軍 を 組 


織 し て 飯能 で 官軍 と 戦い 敗れ ます 。 こ の 時 の 副 














黒山 三滝 

古く 山岳 仏教 の 修験 者 た ち に よっ て 、 霊 場 、 道 
場 と し て 開か れ た と いわ れ て いま す 。 、 購 
滴 、 天 狗 滴 の 三 つ か ら 三 清 と いわ れ 、 今 は 埼玉 


県 立 黒山 自然 
て いま す 。 


弘法 山 ( 子 青 観音 ) 

弘法 山中 腹 に あり 、 江 戸 期 作 の 如意 寺 鋭 音像 は 
安産 、 子 育て の 観音 と し て 若妻 の 参 語 も 多く 、 
七福神 唯一 女 の 神 、 弁 財 天 で も 親しま れ て いま 
す 。 春 の 桜 も 大 変 見 事 で す 。 


法 恩 寺 





公園 の 中 心 の 観光 地 と し て 賑わっ 


松 涯 山 法 恩 (報恩) 寺 は 、 天 平 10 年 (738 年 ) に 
行基 菩薩 が 創建 し た も の と 伝 取 池 れ 、 物 殿 





は 、 絹 本 意 色 の 釈 迎 三豊 像 (国宝 ) や 、 高 野 明 
神 、 舟 生 明神 像 な ご が 所 蔵 さ れ て いま す 。 





将 、 渋 沢 平 九郎 は 、 顔 振 峠 を 越え て 黒山 へ 逃 れ 
て きま す が 、 こ こ で 富 軍 に 発見 され 、 こ の 岩 の 
上 で 自刃 し ます 。 脇 に ある グミ の 木 は 平 九郎 グ 
ミ と 呼ば れ て いま す 。 


世界 無名 戦士 の 墓 

町 を 見 下ろ す 大 観山 に 、 昭 和 29 年 に 完成 し た 提 
い 遍 で 、 世 界 60 余 ケ 国 、251 万 柱 の 英霊 が 安置 さ 
れ て いま す 。 


























至 小 川町 / 至 小川 町 
埼玉 厚生 年 金 、 / 
休暇 セン ター 


> ! 
1 
越生 梅林 ! 
成瀬 | 1 八 
1 
ei 
6 2 細 ジ ン 、 弘法 山 















了 
て コ 
1 
1 
い 
We 
梅 の 木 が 多く 、 
観 梅 に 適し て いる 場所 人 
径 子 \、 
人 龍 隠 寺 
足利 義教 の 命 に より 、 上 杉 持 朝 が 無極 禅師 を 請 @ 武蔵 越生 七福神 めぐ り 
し て 開山 。 そ の 人 後 、 兵 乱 に より 荒廃 し た た め 大 新春 の 風物 計 、 落 財 を 願う 庶民 信仰 と し て 、 古 く か ら 親 し まれ て い 






七福神 まい り は 、 招 福 、 長 寿 、 
呈 : 汗 章 wm 


道 港 父 子 に より 中 興 さ れ た も の で 、 豊 ます 。 梅の里 、 静 か な 山あい の コ ー ス を お 参 


か ら は 100 石 の 御朱印 を 、 徳 川 家 氷 か ら は 

















り ウル 計 2 


出かけ て み ま せ ん が か が 。 


幕府 の 寺社 奉行 を 命ぜ られ 、 格 式 10 万 石 で 遇 せ 越生 駅 一 (バス 約 20 分 〉 一 黒山 一 《 歩 1 分 〉 一 全 洞 院 (布袋 尊 ) 一 〈 歩 35 分 〉 一 龍 隠 寺 (里沙 門 天 ) 

られ 、 未 寺 は 全国 に 70 余 を 数 える 名 利 で す 。 境 ( 歩 60 分 ) 一 円 通 寺 ( 寿 老人 )、 越 生 町 自然 休養 村 セ ンタ ー 一 ( 歩 15 分 ) 最 勝 寺 ( 福 禄 寿 ) 

内 に は 、 太 田 道真 、 道 浴 父 子 の 墓 も あり 、 七 福  (〈 和 歩 30 分 ) 一 弘法 山 (弁財天 ) 一 ( 歩 30 分 ) 一 正法 寺 ( 大 黒 天 ) 一 〈( 歩 9 分 〉》 一 法 恩 寺 ( 恵 比 寿 神 ) 
ぐり の 此 沙 門 天 の お 寺 で す 。 ( 歩 2 分 〉 一 越生 駅 
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ヤツ 


自然 の 中 で の ん の りん 釣糸 を 垂れ 3 区 沢 。 


せせらぎ の 音 も 、 深 い 色 を た た える 湖 も 、 な ぜ か 人 の 心 を な ご ませ て くれ ます 。 
沿線 に は 、 太 公望 を わく わく させ る バラ エ テ ィ に 富ん だ 釣 場 が いっ ぱい 。 自然 の 中 
に すっ ぽ り こと 、 気軽 に 楽し め る キャ ンプ 場 も ご 紹介 し まし ょ う 。 





⑩ 越 辺 川 ・ 入 間 ) 川 (落合 橋 付 近 ) @ 荒 川 

フナ 、 ヤ マ ベ べ 、 人 ハヤ を は じ め 導 場 や 深 場 で は 、 大 小 の 瀬 や 姓 場 が 多く 、 コ イ 、 ヤ マ ベ べ 、 八 ヤ 、 
マブ ナ や コイ 、 ナ マズ が 釣れ ます 。 アユ の 好 釣 り 場 。 沿 線 で は 比較 的 大 形 の 期待 が 
@ 越 辺 川 ・ 都 幾 川 (高坂 付近 ) 生生 

フナ や ヤマ ベ の 好 ポ イン ト が 多い 。 ⑨ 鎌 北湖 円 良 田 湖 


ヘラ ブナ や ワカ サギ 釣り で 一 年 中 賑わっ て いま 
す 。 円 良 田 湖 で は 、 ボ ー ト 釣り も 楽し め ま す 。 





都幾川 ・ 槻 川 (武蔵 市 山 付近 ) 
川原 の 広い 所 も 多く 、 家 族 連れ で 楽し め ま す 。 
ヤマ べ な ど が 良く 釣れ ます 。 


鎌 北湖 人 き 049P-95-11Z (毛呂 山 町 観光 協会 ) 円 良 田 湖 谷 0485 一 81 一 4056 (管理 事務 所 ) 
改 東 毛 蜂 駅 下車 改 寄 居 駅 下車 






国営 武 其 丘 陵 森林 公 同 






全 ま As 
1 an 
生還 本 時 生 山 ロ ) 


県立 長 攻 玉 邊 拓 公 韻 fN 加 柏 父 村 


ング 秋谷 

2 x 坦 

皆 新 田 峠 く 9 
大 爾 人 に 


f 経 辺 / 斉 い 、 ム 笠山 





し 
定 峰 時 
3 


は 
1 で < ヽ J@ い 
定 峰 魚 * 


















p トー 人 平山 の リ 
テ ざ Ni p< オ 駅 半生 拘 Ne は 号 ]ー、 着 
ェ ー (  / 寺 州 唐 沢 ま 駅 ジニ Ts 
UI ま 1 7 式 州 長瀬 駅 叫 3/ 西 大 家 駅 7 4 上 凍 NF 
ここ 凡例 / 駅 
に ーーーーーーー 東武 バス 路線 y SS 
q WWーーーーーーー ニ ーーーー ハイ キン グ コ ー ス 
N ss 0 igoo zo00 3ooo 4000 so0om 
| キャ ンプ 場 | 
信 東 秩父 村 白石 キャ ンプ 村 
@ 鎌 北湖 バス 停 か ら 5 分 ほど の 槻 川 の 川辺 に あり 、 新 鐘 
* 乙 女 の 湖 ′ と も 呼ば れる 周囲 約 4 km の 湖 で 、 な 農産 物 や 川 魚 が お いし い 。 
'a ま 釣り や ボー ト 遊 び も で きま す 。 期間 、4 月 一 10 月 ( 要 予 約 )。 
本 2 明 間 、 4 月 頃 一 10 月 頃 ( 要 予 約 ) バン ガロ ー、6 人 用 。 貸 テ ント あり 。 
鐘 バン ガロ ー (7 一 8 月 )、6 人 用 一 17 人 用 。 合 0493 一 8Z 一 075Z 
議 会 0492 一 94 一 1067 (山水 荘 ) 殿 小 川町 駅 か ら 白 石 車庫 行 バ ス 、 終 点 下 車 。 
Aa イィ 人 都幾川 村 「 木 の むら 」 キ ャ ンプ 場 
で 二本木 峠 キャ ンプ 村 奥深 い 山あい の 渓谷 美 が 素晴らし い 。 
外 秩父 ハイ キン グ コ ー ス の 二本木 幅 に あり 、 満 期間 、5 月 一 9 月 。 ( 要 予 約 )。 
天 の 星 の 天体 観測 が 自慢 。 バン ガロ ー、6 人 用 一 10 人 用 。 貸 テ ント あり 。 





期間 、7 月 一 9 月 。( 要 予約 )。 バンガロー、6 人 用 、 谷 0493 一 67 一 0850 (都幾川 村役場 )。 
貸 テ ント あり 。 傘 0493 一 82 一 1221( 東 秩父 村役場 ) 、 紅 小川 町 駅 また は 越生 駅 で 八 高 線 に の りか え 、 
層 小 川町 駅 下 車 バス 、 ハ イキ ング 。 明 覚 駅 か ら バ ス で 大 野 下 車 。 

ー 本 木 峠 キャ ンプ 村 





可憐 な 草花 に 、 心 あく よみ に な る 休日 。 


栽培 され て いる 花 や 木 も 、 道 端 に そっ と 咲く 素朴 な 花 も 、 時 に は じーっと 立ち 止ま 
っ て みつ め て み ま せ ん か 。 形 、 色 、 匂 い 、 そ れ ぞ れ の 個性 を も ち 、 私 た ち に 優し く 
語り か け て きま す 。 


森林 公園 ( 花 代 礎 間 ) 





越生 梅林 

早春 の 越生 町 は 、 町 全体 が 梅 の 香 り に 包ま れ 、 
越 辺 川治 い に あ る 梅林 は 関東 有数 の 梅 の 名 所 。 
避 坂 戸 駅 の りか え 越 生 駅 下車 また は 徒歩 。 


森林 公園 、 花 木 園 (梅林 ) 

南 入口 を 入っ て すぐ 右 へ 。 花 木 園 の 奥 の 網 面 一 
体 に 、 約 130 種 、750 本 の 色とりどり の 梅 が 咲き 
ます 。 可憐 に 咲く 水仙 も 見 事 。 

嵐山 町 、 都 幾 川 坦 (武蔵 宙 山 駅 下車 ) 民 森林 公園 駅 下車 、 バ ス 。 

都幾川 の 堤防 、 約 2Km に 見 事 な 桜 並木 が あり ま 。 2 
す 。 近く の 川原 で は バー ベ キ ュー も OK。 


























森林 公園 、 花 木 園 (森林 公園 駅 下車 ) 円 良 田 湖 (寄居 駅 下車 
南 入口 付近 の 花木 園 は 、 約 1000 本 の 桜 に お お わ 静か な 湖畔 の お 花見 人 ハイ キン グ に お すす め 。 
れ ま す 。 ユキ ヤナ ギ や レン ギョ ウ も ほぼ ほとんど 一 (18 ペ ー ジ 、 鐘 つき 堂山 コー ス 参 照 )。 
緒 に 咲き を 、 そ の コン トラ スト も 見 所 。 6 R 
定 峰 峠 (小川 町 駅 下 還 バス 、 ハ イキ ング ) 
鎌 北湖 (東毛 呂 駅 下車) まだ 春 早 い 山肌 に 、 ピ ンク の た すき を 掛け た よ 
ボー ト に 乗っ て 、 水 面 に 映る 湖畔 の 桜 を 見 る の うに 見 事 に 咲き ます 。 
も 一 味 違い ます 。 (16 ペ ー ジ 、 大 霧山 ・ 定 峰 嘩 コー ス 参 照 )。 
森林 公園 (森林 公園 駅 下車 ) 人 き 人 人 法 
ュ リ トリ > 園内 至る 所 で 見 られ ます が 、 雑 木 林 に 静か に 喘 
プー く 山 ツツジ を お 見 逃し な く 。 
二本木 峠 (小川 町 駅 下 バ ス 、 ハ イキ ング ) 





gd 





五大 末 ( 越 生 駅 下車 山並 を バッ ク に 、 新 緑 の 中 、 峠 一体 に 咲く 山 ツ 
2 AS 町 を 見 渡す 南面 一 面 に 鮮やか に 咲 ツジ に っ と 息 を の むこ と で し ょ う 。 
競い ます 。 (18 ペ ー ジ 、 二 本 木 峠 ・ 皇 鈴 山 コー ス 参 照 )。 








折立" 二 和 園 (所 下 

テー 面積 8.448T1、600 種 を 超え る 樹木 や 草花 が 集め 
上 妥 られ 、 椿 、 桜 の 園 、 四 季 の 道 、 針 葉 樹 の 森 な ど 

と 分 けら れ て いま す 。 ま た 、 万葉 ・ 楽 用 園 ” 

や “香り の 散歩 道 " も 興味 津々 。 

容 03 一 3975 一 9127 (管理 事務 所 )。 


森林 公園 、' 都 市 緑化 植物 園 」 (園内 ) 
全国 に 都市 緑化 植物 園 が 整備 され つつ あり ます 
が 、 こ れ ら の 中 枢 と し て 活動 を し て いま す 。 

広 さ 203.500f、7 ヶ所 の 見 本 園 、 展示 棟 、 資 料 
館 、 温 室 、 管 理 棟 な ど が あり ます 。 

傘 0493 一 56 一 2225 (公園 管理 事務 所 )。 



































簡 弓 稲荷 神社 の ぼたん 彫 


ラン ョ 


簡 弓 稲荷 神社 (東松山 駅 下車) 
境内 の 「 ぼ た ん 園 」 に は 、40 数 種 、 約 1 .500 株 が 
優雅 に 咲き 誇っ て いま す 。 








森林 公園 
(都市 緑化 植物 園 ) 
30 





31 


ド 枯 名 物 料理 


新鮮 な 味 や 風味 か 、 奴 弁 に その 土地 を 語 3。 


豊か な 自然 が 育ん だ 味覚 が 、 


訪れ る 人 へ の 何より の お も て な し 。 太 陽 の 光 を あふ れ 


ん ば か り に 受け た 梨 や みか ん を 木 か ら も いで ガブ リ 。 思 わ ず 歓 声 が か あがり ます 。 


その 地 で 育っ た 新鮮 な も の を 、 そ の 土地 な ら で は の 味付け で 頂く 名 物 料 理 も 見 逃 せ 


ませ ん 。 


みか ん 狩り 

みか ん 栽培 で は 北限 と され て いる 寄居 町 の 風 布 
と 小林 地区 。 外 秩父 の きれ いな 空気 の 中 で 育て 
美しい 山村 財 
詩 。 (18 ペ 





こ 了 甘い みか ん 。 素朴 な 人 情 
中 で の みか ん 狩り は 了 上 秋 の 
ジ 、 二 本 木 由 ・ 皇 鈴 山 コー ス 


また 東 秩父 村 大 内 沢 に も みか ん 













・ 小 林 み か ん 園 
避 、10 月 中 旬 一 12 月 上 旬 。 
人 0485 一 81 一 3012 (寄居 町 観光 箇 会 ) 
下車 、 ハ イキ ング 。 




















































ぶどう 狩り みか ん 狩り (寄居 ・ 風 布 ) 
東 秩父 村 大 内 沢 み か ん 園 沿線 で は 、 寄 居 町 と 東 秩父 村 萩 平 で 楽し むこ と 
期間 、11 月 上 旬 一 12 月 上 旬 。 
人 0493 一 82 一 1221 ( 東 秩父 村役場 産業 課 )。 
避 小 川町 駅 か ら バ ス 、 落 合 下車 徒歩 30 分 、 ま た 
は 寄居 駅 か ら 東 秩父 村 行き バス で 居 用 下車 徒 居 駅 か ら 東 析 父 村 行き バス 、 三 品 下 車 
歩 15 分 。 いずれ る 8 月 下旬 一 10 月 り 。 
谷 0485 一 81 一 3012 (寄居 町 観 光 協会 )。 
梨 狩 り と 表 赤 平 観光 ぶどう 園 
100 年 以上 の 歴史 を も つ 東 松山 市 東平 (ひがし だ 期間 、 8 月 下旬 --9 月 下旬 
いら ) の 梨 は 、 豊水 長 十 朗 、 新 高 な ど が 中 心 の 6 人 5 1221 (素人 役場 産業 課 ) 
観光 農園 で 、 毎 年 、 大 勢 の 人 が 訪れ ます 。 小川 町 駅 か ら バ ス 、 皆 谷 下車 。 
期間 、9 月 上 旬 一 10 月 上 旬 。 今年 は 不作 の た め 中 止 。 い 
会 0493 一 23 一 2221 (東松山 市 観光 協会 )。 
東 松山 箇 用 谷 行き バス 、 東 平 下 車 。 
| 名 産品 | 
人 @ 川 越 市 @ 寄 居 町 
ママ 芋 せ ん べ い 、 芋 アイ ス な どの 芋 菓 子 類 。 ママ みか ん ・ ゆ ず ・ ぶ どう ・ 椎 茸 ・ コ ン ニ ャ 
焼 き ダ ン ゴ 。 ツ 地酒 (鏡山 ・ 万 代 黒 松 ・ ク 。 植木 ・ 殴 裁 。 ツ 地酒 ( 白 扇 )、 奈 良 漬 。 


喜代 川 ) 他 。 お 問い 合 
会 全 0492-24-8811。 


@ 東 松山 市 

ツ 百 穴 最 中 ・ 科 王 最 中 ・ 四 ツ 橋 せ ん べ い 。 
ツマ 地酒 (敷島 盛 )。 お 問い 合わ せ 、 東 松山 市 
観光 協会 な 0493-23-2221。 


@ 貞 山 町 
ツマ 史 跡 最 中 。 お 問い 合わ せ 、 膚 山 町 役場 導 
業 課 傘 0493-62-2150。 


人 @ 小 川町 

小川 和紙 (細川 紙 ) ※34 ペ ー ジ 参照 。 
地酒 ( 晴 雲 ・ 帝 松 ・ 武 蔵 鈴 )。 お 問い 合わ 
せ 、 小 川 困 観 光 協 会 人 0493-72-1221。 


わせ 、 川 越 市 観 光 協 





お 問い 合わ せ 、 寄 居 町 自然 休養 村 セ ンタ ー 
容 0485-81-3012。 


@ 毛 昨 山 町 
地酒 (琵琶 の さざなみ )。 お 問い 合わ せ 、 
毛呂山 町 観光 協会 な 0492-95-2112。 


@ 越 生 町 

マ 梅 ジャ ム ・ 梅 ゼリー・ 梅 エキ ス な どの 梅 

製品 ・ ゆ ず 。 マ 一 里 思 ・ 酒 崩 頭 。 地 酒 、 
( 租 雪 )。 お 問い 合わ せ 、 越 生 町 休養 村 セ ン 

ター 会 0492-92-3100。 








@ ぶ どう ・ い も 掘り ・ 椎 昔 ・ 村 ・ 人 竹の子 な ど 


ぶどう ・ 椎 茸 ・ 竹 の 子 越生 町 役場 経済 居 
\ * ご 
WM 容 0492 一 











1 沿 山 町 役場 商工 観 
の コマ 失 人 0493622150 





いも 掘り 





た 東 秩父 村役場 産業 謀 
の 谷 0493 一 82 一 1221 





寄居 町 役場 商業 観光 課 


分 み う ら 人 0485 一 81 一 2121 


椎茸 





名物 料理 | 


い の ぶ た 料理 

鎌 北 湖畔 の 山水 荘 で は 、 雄 の 猪 と 、 雌 の 腔 の あ 
い の 子 “ い の ぷ ぶた" 料理 が 評判 で す 。 秘 伝 の 味 
唱 だ れ で 、 す ぎ 焼 風 に し て いた だ きま す 。 

谷 0492 一 94 一 1067 (山水 料 )。 吉 東 毛呂 駅 下車 。 





忠 七 めし 
小川 町 駅 前 、 割 烹 ・ 二 葉 の 8 代目 串 七 が 、 鹿 応 
3 年 、 山 岡 鉄 用 居士 か ら 「 料 理 に 禅 味 を 盛 れ 」 





























と 命ぜ られ 、 剣 を わさび 、 禅 を 海苔 、 書 を 柚子 
に た と えて 作っ た 風味 豊か な も の で 、 全 国名 飯 
五 選 の ひと つ で す 。 月 曜 定 体 日 。 

容 0493 一 72 一 0038 (二葉 )。 避 小 川町 駅 前 。 

人 船 めし 

名 勝 玉 淀 に ある 京 亭 は 、 眼 下 に 荒川 、 え 








形 城 電 と ロケ ーション も 絶景 。 
唄 」 な どの 1 と し て 有名 な 佐々 紅 華 4 
0 て 建て た 由緒 ある 所 で 、 落 ち 交 い た 
3 で , (炊き 込み ご 飯 風 
失 し め ま す 。 











( 要 約 )。 





る 五味 五 反 
た 料理 
も で きま す 。( い ずれ も 要 予 約 )。 
会 0492 一 94 一 0718 ( 高 福 寺 )。 吉 東 毛呂 駅 下車 





心 沸き 立つ お 祭り の 日 を 、 指 折り 数 えて …。 


カレ ンダ ー に お 祭り を ひと つづ 書き 入れ た だ け で 、 他 の 日 も 何と な く 輝 いて 見 えて く 





る か ら 不 思 議 で す 。 





元旦 初 語 
乗 蓮 寺 (東京 大 仏 ) 
喜多 院 


下 赤塚 駅 下車 
川越 駅 ・ 川 越 市 駅 下車 
条 弓 稲荷 神社 東松山 駅 下車 
大 聖 寺 ( 下 里 観音 ) 小川 町 駅 下車 
普 光 寺 カ 
元旦 一 3 月 下旬 


越生 七福神 めぐ り 越生 駅 下車 


日 節分 会 

喜多 院 

前 己 稲荷 神社 

11 日 田 あ そ び 
徳丸 北野 神社 

13 日 田 あ そ び 
赤塚 諏訪 神社 下 赤 塚 駅 下車 
g5 日 野原 の 文殊 尊 縁 日 森林 公園 駅 下車 
中 旬 一 3 月 下旬 梅 ま つり 
越生 梅林 


川越 駅 川越 市 駅 下車 
東松山 駅 下車 


東武 練馬 駅 下車 


越生 駅 下車 


上 旬 ( 午 の 日 ) 初午 祭 
簡 己 稲荷 神社 











1 日 13 日 虚空 蔵 尊 縁日 。 趣 生 駅 下車 
上 人 旬 長 日 護摩 講 

喜多 院 川越 駅 川越 市 駅 下車 
9 日 坂戸 市 、 大 宮 住 吉 神 楽 

大 宮 住 吉 神 社 
下旬 一 5 月 上 旬 
簡 弓 稲荷 神社 


若葉 駅 下車 
ぼたん まつ り 
東松山 駅 下車 


3 日 五大 尊 ツ ツジ まつ り 吉 生 駅 下車 


18 日 魔 除 け ダ ン ゴ まつ り 
吉見 観音 東松山 駅 下車 
第 1 日 曜日 黒山 三滝 滝 開き 越生 駅 下車 
中 旬 一 日 月 上 旬 夏 ま つり 
新座 阿波 お どり 志木 駅 下車 
川越 百 万 灯 夏 まつ り 川越 駅 ・ 川 越 市 駅 下車 
小川 町 世 タダ まつ り 小川 町 駅 下車 
寄居 夏 ま つり 寄居 駅 下車 
越生 夏 ま つり 越生 駅 下車 


日 玉 淀 水 天宮 まつ り 寄居 駅 下車 











g3 日 ・4 日 富 ( こ み ) の 地蔵 欄 
木 の 宮地 蔵人 上 福岡 駅 下車 


14 日 ・15 日 ふく ろ 奈 り 


池袋 駅 西 品 一帯 池袋 駅 下車 





14 日 ・15 日 川越 まつ り 川相 駅 中 市 駅 下車 
g0 日 下 時 観音 縁日 小川 町 駅 下車 


上 名 スリー デー デ ー マ ー チ " 東松山 駅 下 事 
3 日 流 鏡 馬 (や ぶさ め ) 
出雲 伊波 比 神社 

g3 日 金谷 も ち つ き 踊 り 


東松山 市 、 永 川 神社 


東毛 呂 駅 下車 


東松山 駅 下車 
3 日 熊野 神社 西 の 市 
15 日 東松山 、 お 西 さ ま 
松山 神社 (大 鳥 神社 ) 


川越 市 駅 下車 





東松山 駅 下車 





月 g8H 日 アン チッ ク バ ザー ル (骨董 市 ) 
川越 、 成 田 別 院 川越 駅 川越 市 駅 下車 
ヨ 日 夢 藻 寺 縁日 川越 駅 川越 市 駅 下車 








EE 和 同 則 


ちょ っ と の 知識 が 、 旅 を 一 層 楽 いい くれ 3。 


ご どん な 閑静 な 風景 の 町 に も 、 山 道 に ポツン と ある 調 ( ほ こら ) に も 歴史 が あり ます 。 
その 地方 の 資料 館 ・ 博 物 館 も 要 チ ェ ッ ク 。 知識 と いう 灯り が 辺り を 照ら し 、 生 き 生 


き と し た 色 を つけ て くれ る こと で し ょ う 。 


豊島 区 立 郷土 資料 館 

区 内 の 園芸 、 終 戦 直後 の 池袋 東 ロ ヤミ 市 な ど を 
再現 し て いま す 。 

開館 時 間 = 9 時 一 16 時 30 分 

休館 日 一 月 曜日 、 第 3 日 曜日 、 祝 日 、 年 末年 始 
入館 料 三 無 料 

令 03 一 3980 一 2351 

呈 池 袋 駅 下車 、 徒 歩 7 分 


























板橋 区 立教 育 科学 館 
全 天 周 70mm の アス トロ ビ ピジョン プラ ネタ リウ ム 
や 科学 実験 室 、 科 学 展示 室 な ど が あり ます 。 
開館 時 間 = 9 時 一 16 時 30 分 
休 稼 日 一 第 3 月 曜日 、 年 末年 始 
入館 料 三 無料 (プラ ネタ リウ ム 調 校 生 以 下 150 
円 大 人 500 円 ) 
会 03 一 3559 一 6561 
改 上 板橋 駅 下車 徒歩 3 分 
kt 




















板橋 区 立 郷土 資料 館 板橋 区 立 郷 土 資料 館 
開館 時 間 = ニ 9 時 一 16 時 30 分 

休館 日 三 月 曜日 、 年 末年 始 

入館 料 三 無料 (特別 展 は 有料 の 場合 あり ) 

容 03 一 5998 一 OO81 

憶 下 赤塚 駅 下車 、 徒 歩 23 分 





朝霞 市 中 央 公民 館 ・ 卿 土 資料 室 

朝霞 の 稲作 機械 、 伸 銅 機械 、 土 回 な ど を 展示 。 
開館 時 間 =9 時 一 17 時 

休 錠 日 三 月 曜日 、 年 末年 始 

入館 料 三 無料 

容 048 一 465 一 7272 

必 朝 震 駅 下車 、 徒 歩 8 分 




















新座 市 立 歴史 民俗 資料 館 

野火 上 用水 関係 資料 や 模型 を 中 心 に 、 考 古 、 歴 
史 、 民 俗 、 芸 能 資料 を 展示 。 

開館 時 間 = 9 時 一 16 時 30 分 

休館 日 月 曜日 、 祝 日 、 毎 月 末日 、 年 末年 始 








入館 料 三 無料 

容 048 一 481 一 0177 

憧 志 木 駅 か ら ひ ば り ヶ 丘 ゆ き バ パス 、 人 道場 下車 
33 








志木 市 立 郷土 資料 館 

歴史 、 考 古 、 民 俗 、 農 工 等 の 歴史 的 資料 を 展示 。 

開館 時 間 =9 時 30 分 一 16 時 30 分 

休館 日 一 月 曜日 (休日 の と き 翌 
年 末年 始 

入館 料 王 無料 

容 048 一 471 一 0573 

志木 駅 か ら 浦和 ゆき バス 、 宗 岡 小学 校 前 下車 


富士 見 市 立 考古 館 

県 内 最 古 の 石器 や 弥生 、 平 安 の 各 時 代 の 資料 を 
展示 。 

開館 時 間 = 8 時 30 分 一 17 時 

休 和 館 日 日 曜日 、 祝 日 、 年 末年 始 
入館 料 一 無料 

佐 0492 一 51 一 9686 

避 鈴 瀬 駅 か ら 大 宮 駅 西口 ゆき バス 、 郵 便 局 前 下車 





























)、 祝 日 の 翌日 、 




















三芳 町 立 歴史 民俗 資料 館 

開館 時 間 = 9 時 一 16 時 30 分 (入館 は 16 時 まで ) 
休館 日 月 曜日 、 祝 日 、 年 末年 始 
入館 料 三 無 料 

会 0492 一 58 一 6655 

みず ほ 台 西口 下車 、 徒 歩 20 分 


上 福岡 市 立 歴 史 民俗 資料 館 

市 内 出土 の 石器 か ら 、 民 俗 資料 まで 展示 。 

開館 時 間 = 9 時 一 16 時 30 分 

休 和 館 日 月 曜日 、 毎 月 末日 、 祝 日 (11 月 3 日 を 
除く ) 年 末年 始 

入館 料 三 無料 

会 0492 一 61 一 6065 

避 上 福岡 駅 下車 、 徒 歩 20 分 


川越 城 本 丸 御 殿 

川越 城 本 丸 御殿 の 玄関 部 分 が 保存 され 、 内 部 を 

一 般 に 公開 し て いま す 。 

開館 時 間 = 9 時 一 17 時 (入館 は 16 時 30 分 まで ) 

休 和 館 日 一 月 曜日 (休日 の と き 有 翌日 )、 第 4 金曜 日 
年 末年 始 

入館 料 一 般 100 円 、 学 生 50 円 、 児 童 30 円 

全 0492 一 24 一 6015 

民 川 越 駅 か ら 神明 町 車庫 ゆき バス 、 札 の 辻 下 車 


蔵 造り 資料 館 

川越 の 美しい 街 並 や 蔵 造 り の 商家 を 保存 。 

開館 時 間 ー 9 時 一 17 時 (入館 は 16 時 30 分 まで ) 

休館 日 一 月 曜日 (休日 の と き 翌 日 )、 第 4 金曜 日 、 
祝日 の 翌日 、 年 未 年始 

入館 料 一 般 100 円 、 学 生 50 円 、 児 童 30 由 

人 0492 一 25 一 4287 
























































蔵 造 り 資料 館 
憧 川越 市 駅 か ら 徒歩 15 分 、 又 は 川越 駅 か ら 神 明 
町 車庫 ゆき バス 、 一 番 街 下車 


川越 市 立 博物 館 

開館 時 間 = 9 時 一 17 時 (入館 は 16 時 30 分 まで 

休館 日 月 曜日 (休日 の と き 翌 日 )、 第 4 金曜 日 
祝日 の 翌日 、 年 末年 始 

入館 料 三 大 人 200 円 、 学 生 100 円 、 小 人 50 円 

会 0492 一 22 一 5399 

融 川 越 駅 か ら 東武 バス 札 ノ 辻 下車 、 徒 歩 5 分 


※ 蔵 造り 資料 館 、 本 丸 御殿 、 川 越 市 立 博物 館 3 
館 の お 得 な 共通 券 、 大 人 300 円 、 学 生 150 円 、 
小 人 80 円 。 






































坂戸 市 立 歴史 民俗 資料 館 
旧 勝 君 小学 校 の 校舎 に 民芸 民 具 、 古 文書 を 展示 。 
開館 時 間 = 9 時 一 16 時 (土曜 日 は 12 時 まで ) 





















































休館 日 三 月 曜日 、 祝 日 、 年 末年 始 (1、2、3、6、3、 
12 月 は 休館 、 そ の 間 に 入 館 希 望 者 は 予 
約 要 ) 

入館 料 三 無料 


容 0492 一 84 一 1052 
改 坂 戸 駅 か ら 三 芳野 経由 川越 ゆ さ バス 、 勝 呂 公 
館 前 下車 、 又 は タク シー 利用 


地球 観測 セン ター 

日 本 、 ア メリ カ 及 び フ ラン ス の 和 人工 衛星 か ら の 

情報 を 日 々 受信 し て 、 地 球 の 環境 状態 を 宇宙 か 
ら 観 測 し て いま す 。 見学 の 申込 み は 、 事 前 に セ 
ンタ ー 広 報 主幹 へ お 申し 込み 下さ い 。 

全 0492 一 98 一 1203 

民 高 坂 駅 か ら 鳩 山 ニ ュー タウ ン 行 き バ ス 、 大 東 
文化 大 学 前 下車 、 徒 歩 15 分 


埼玉 県 平和 資料 館 
開館 時 間 =9 時 一 16 時 30 分 
(入館 は 16 時 まで ) 
入館 料 一 般 100 円 60 円 )、 大 高生 50 円 (3 円 )、 
小 中 生 、 無 料 。 
( ) 内 は 20 名 以上 の 団体 。 
休 和 館 日 月 曜日 (祝日 の と き 翌 日 )、 年 末年 始 。 
容 0493 一 35 一 4111 




















回 














川越 市 立 博物 館 


国際 児童 年 記 意 館 
埼玉 県 こども 動物 自然 公園 の 中 に 、 
p 

















国際 児童 年 
を 記 菅 し て 作ら れ た 「 こ ども の 城 」 で す 。 
開館 時 間 = ニ 9 時 30 分 一 16 時 30 分 (3 月 
月 30 日 ) 9 時 30 分 一 16 時 (12 月 1 日 一 
2 月 末日 ) 
入館 料 三 大 人 ・ 小 人 100 円 、 6 歳 未満 無料 
以上 30 名 より 2 割引 ) 入館 券 の 発売 は 
閉館 時 間 の 30 分 前 まで 
容 0493 一 35 一 1234 
憶 高 坂 駅 か ら 鳩 山 ニ ュー タウ ン ゆ き バ ス 、 
も 動物 自然 公園 入口 下車 


埼玉 県 立 歴 史 資 料 館 
県 西北 部 出土 の 石器 、 土 器 、 
資料 、 養 生 道 具 な ど を 展示 。 
開館 時 間 = 9 時 一 16 時 30 分 
休 和 館 日 月 曜日 、 祝 日 の 翌日 
入 通 料 一 般 50 円 、 学 生 30 円 
谷 0493 一 62 一 5896 

避 武 蔵 慮 山 駅 下車 、 徒 歩 13 分 


埼玉 伝統 工芸 人 会 館 
的 手芸 品 を 産地 紹介 の パネ ル と 共に 
和 設 展示 。 和 紙 の 実演 も で きま す 。 


















































Gos 














考古 、 歴 史 、 民俗 











hy 














E 未 年 始 




















開館 時 間 =9 時 30 分 一 17 時 


























(入館 は 16 時 30 分 まで ) 
第 2 火曜 日 、 祝 日 の 翌日 、 年 








休館 日 三 月 曜日 、 
未 年 始 

入館 料 三 大 人 (高校 生 以上 ) 300 円 
小 人 ( 小 ・ 中 学生 ) 


容 0493 一 72 一 1220 
只 小 川町 駅 か ら 徒 歩 30 分 、 
バス 、` 伝 統 工芸 館 前 」 


東 秩父 村 和 紙 セ ンタ ー 








150 円 


又は パー ク ヒ ル ゆき 
` 車 1 分 


和紙 の 手すき を 体験 で きま す 





開館 時 間 ニ 9 時 一 17 時 
休 和 館 









































日 、 年 末年 始 
入館 料 三 無料 
人 容 0493 一 82 一 1468 














憶 小 川町 駅 か ら 白 石 、 皆 野 ゆ き バ 





下車 
和 統 の 手すき 実 演 


三 火曜 日 、8 月 中 旬 、 


春分 の 日 





、 秋 分 の 





紙 す さき の 村 (和紙 手すき の 実演 ) 


江戸 で 消費 され る 紙 の 大 半 を 供 結 し て いた 、 





州 3 郡 の 中 心 部 で あっ た 小 り 


品 


中 町 で 、 い つ で も 和 


紙 (細川 紙 ) 手渡 き の 実演 や 和紙 に 関す る 資料 


を 見 る こと が で きま す 。 口 








5 用 川町 駅 下車 


ーー- 


埼玉 伝統 工芸 会 


東 秩父 村 「 和 紙 








と 
(の 宇 」 








@ 現 在 も 伝統 の 手すき 和紙 を 家業 と し て い 


る 農家 で す 。 (見 学 可 )。 


久保 昌 太 郎 さ ん 宅 
体験 要 予 約 、 月 曜 休業 日 。 


容 0493 一 72 一 0436 


S 幸 


な 0493 ー72 一 OO! 


憶 小 川町 駅 か ら 徒歩 約 20 分 、/ 








モー ニム ・ 


関根 際 十 コ ョ と * ん 宅 
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AS い 提 あり も た 
NN ONS ご の NG こさ 





RW 


O+ ミ の リム 衣 面 か に 芸術 に 
浸る び を と ざ 。 

りか 

感性 に き 庫 





1 
東武 美術 館 ( 池 付 ) 日 本 書道 美術 館 


文化 の 香り 高い 池袋 駅 西口 に “本 物 の 芸術 ・ 文 古 筆 、 近 代 書 道 名 家 の 作品 4000 点 を 収蔵 、 年 4 




















地域 社会 に 貢 術 館 "を 回 の 特別 展 を 中 心 に 一 般 展示 な ども あ 
( 又 、 書 人 道 専 門 の 図書 館 が 水曜 開館 。 (利用 者 は 事 
前 申し 込み 要 
開館 時 間 ニ 10 


時 30 分 一 16 時 30 分 (入館 は 16 時 













休館 日 月 ・ 火 曜日 、 展示 替 期間 中 、 年 末年 始 
入館 料 王 一般 800 円 、 学 生 550 円 、 小 中 学生 350 幅 
谷 03 一 3965 一 2611 

点 と きわ 台 駅 下車 、 北 口 前 


山崎 美術 館 
川越 銘菓 の 晶 屋 が 、 自 宅内 に 開設 し て いる も の 
で 、 橋 本 画伯 の 絵 を 中 心 に 展示 し て いま す 。 

開館 時 間 = 9 時 30 分 一 17 時 ( 入 






























月 末 2 日 、( 土 、 日 の 
中 ・ 高 ・ 大 生 350 円 
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中 近東 、 中 南米 な どの 美術 品 が 恨 
ョ 16 時 30 分 (入館 16 時 まで 
日 (1 休日 の と き 3 翌日 )、 夏 期 (8 月 1 
ローg 朋 3 日 )、 伴 期 (12 月 21 日 1 月 10 
日 )、 展 示 替 期間 中 
和 館 料 一 朋 700 円 、 学 生 500 
ー97 一 0007 


ら 桶 川 ゆ きき バス 、 牛 ヶ 谷 戸 下 車 徒歩 


























h 学 生 300 円 





広々 中 た 青空 の 下 





下 、 思 いっ きり 青春 す 3。 


新しき 美和 
武者 者 の 書画 を 中 心 に 展 
時 、14 時 一 17 時 


の りか え 


武 州 長瀬 駅 下車 、 徒 歩 202 











武蔵 野 の 豊か な 自然 の 中 で 、 人 勉強 に スポ ー ツ に キャ ン パ スラ イフ を 主 歌 。 東 上 線 の 
電車 は いつ も そん な 若い エネ ルギー に 満ち あふ れ て いま す 。 太陽 を 料 々 と 浴び 、 の 


び の びと “青春 する " 若者 た ちの 歓声 が 聞こ えて きそう で す 。 

















@ 立 教 大 学 @ 文 京女 子 大 学 @ 武 蔵 丘 短期 大 学 | 
で 03-3985-2438 上 き 聞 RRT 軒 0 | 人 0492-66483 中 上 福岡 駅 還 バス 15 分 | 人 0493-54-5101 机上 下 加 、 バ ス 7 分 | 
@ 日 本 大 学 医学 部 @ 文 京女 子 短期 大 学 @ 立 正大 学 

容 03-3972-8111 殿 大 山 駅 下車 、 徒 歩 15 分 容 0492-61-6488 避 上 福岡 駅 下車 、 バ ス 15 分 容 0485-36-6010 避 森 林 公 園 駅 下車 、 バ ス 
@ 泌 徳 短期 大 学 と きわ 台 キ ャ ン パ ス @ 立 正 短期 大 学 

容 03-3966-7631 内 と きわ 台 駅 下車 、 バ ス 容 0492- -46- 5-5251 属 上 福岡 駅 下車 、 バ ス 20 分 容 0485-36-1328 品 森 林 公 園 駅 下車 、 パ ス 
@ 大 素 文化 大 学 板橋 校舎 @ 東 京 国際 大 学 第 キャンバス @ 城 本 大学 

会 03-3935-1111 es 東武 馬 駅 下車 徒歩 5 分 | 大 0492-32-1111 必 霞 ヶ 関 駅 下車 、 徒 歩 5 分 | 谷 0492-86-2233 避 川 角 駅 下車 、 徒 歩 10 分 
@ 東 洋 大 学 朝霞 校舎 @ 東 京 国際 大 学 第 ニキ ャ ン バ パス @ 城 西 女子 短期 大 学 

傘 048-466-2011 品 朝 震 台 駅 下車 、 徒 歩 15 分 容 0492-32-3111 避 霞 ヶ 関 駅 下車 、 徒 歩 13 分 容 0492-86-2233 只 川 角 駅 下車 、 徒 歩 10 分 
@ 立 教 大 学 新座 キヤ ン パ ス @ 東 洋 大 学 川越 校舎 @ 明 海 大 学 

人 048-471-6673 紅 志 木 駅 下車 、 徒 歩 15 分 | 谷 0492-31-1211 避 鶴 ヶ 島 駅 下車 、 徒 歩 13 分 | 天 0492-85-5511 避 川 角 駅 下車 、 徒 歩 10 分 
@ 跡 見 学園 女子 大 学 @ 女 子守 養 大 学 @ 埼 玉 医科 大 学 

人 048-478-3333 融 志 木 駅 下車 、 バ ス 佐 0492-83-2133 避 若 葉 駅 下車 、 徒 歩 ら 分 | 全 0492-95-1111 避 東 毛 目 駅 下車 、 徒 歩 20 分 
@ 十 文字 学園 女子 短期 大 学 @ 東 京 電機 大 学 鳩山 校舎 @ 埼 玉 医 科大 学 短期 大 学 

谷 048-477-0555 天 志 木 駅 下車 、 バ ス 会 0492-96-2911 高 坂 駅 下車 、 バ ス 10 分 | 誠 0492-95-1111 誠 東 毛羽 下車 徒歩 0 分 
@ 泌 徳 短期 大 学 みず ほ 台 キ ャ ン バ ス @ 大 東 文化 大 学 東松山 校舎 

谷 0492-59-1311 層 み ず ほ 台 駅 下車 、 バ パス 容 0493-34-3111 避 高 坂 駅 下車 、 バ ス 10 分 

@ 東 邦 音楽 大 学 @ 山 村 女 子 短期 大 学 

容 0492-35-2157 属 上 福岡 駅 下車 、 徒 歩 10 分 容 0492-96-2000 器 高 坂 駅 下車 、 バ ス 10 分 
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積極 的 に 生き た いか ら 5、 楽 【 い て と 探 L。 


毎日 の 生活 、 ど う せ だ っ た ら 楽 し い 方 が いい し 、 い ろ い ろ な こと も し た い 。 東上 沿 
線 に は 、 そ ん な 人 に お 応え する スポ ー ツ 施設 、 文 化 施設 が 勢揃い 。 ア クティ ブ に 楽 


し ん で 、 心 と 体 リ フレ ッシュ 、 し ませ ん か 。 





















































@ ス ポー ツ 施 設 森林 公園 テニ スコ ー ト 
we< 施 。 設 名 電話 番号 種 目 PS 通 
豊島 区 立 島 ブー ル 03 一 3952 一 2226 ンー ルル ( 吾 池 ) 池袋 駅 下車 
板橋 区 民 ブ ー ル 〈 小 豆 沢 〉 03 一 3969 一 4166 | プール (夏季 ) 成増 駅 か ら 赤羽 東口 ゆ を バス 小豆 沢 通り 下車 
東 板橋 体育 館 03 一 3579 一 2626 体育 館 、 ブ ー ル 、 武 道場 下 板橋 駅 下車 徒歩 12 分 
和光 児童 セン ター プー ル 048 一 465 一 2525 2 リル 和光 市 駅 下車 徒歩 10 分 
朝霞 総合 体育 館 048 一 465 一 9811 バレ ー、 バ トミ ント ン 、 卓 球 、 バ パス ケット 朝霞 駅 下車 徒歩 10 分 
朝霞 陸上 競技 場 048 一 465 一 7277 | 野球 、 陸 上 競技 カ 
朝霞 パブ リッ ク ゴ ルフ 場 048 一 456 一 0831 ゴル フ 朝 震 台 駅 か ら ク ラブ バス 
新座 市 民 ブ ー ル 048 一 479 一 5115 デー ル ( 理 季 ) 志木 駅 か ら ひ ば り が 丘 ゆ き バ ス 道 場 下車 
志木 総合 運動 場 048 一 474 一 7666 | テニ ス 、 野 球 、 ソ フト 、 陸 上 競技 志木 駅 か ら 浦和 ゆき バス 秋ヶ瀬 下車 
志木 体育 館 048 一 474 一 7666 | バト ミン トン 、 卓 球 、 他 柳瀬 川 駅 下車 徒歩 12 分 
富士 見 市 運動 公園 0492 一 51 一 5556 | 野球 、 サ ッ カ ー、 テ ニス 、 陸 上 競技 志木 駅 か ら 立 教 グラ ンド ゆき バス 新 長 下車 徒歩 10 分 
冨士 見 市 ガー デン ピー チ 0492 一 54 一 4349 | ブー ル (夏季 ) 鶴瀬 駅 か ら 上 福岡 ゆき バス 勝 瀬下 車 
上 福岡 市 民 プ ー ル 0492 一 66 一 3941 メル ( 加 反り 上 福岡 駅 か ら 大 財 西 口 ゆ の さ バ ス 福 岡 高校 人 品 下 車 
東武 川越 スポ ー ツ クラ ブ 0492 一 24 一 7100 会 員 制 、 ス カッ ジュ 、 ブ ー ル 、 ゴ ルフ 、 マ シン 川越 市 駅 前 
東武 川越 スケ ー ト セン ター 0492 一 24 一 9993 | . ス ケー ト 川越 市 駅 前 
川越 市 上 戸 運動 公園 0492 一 31 一 6401 野球 、 サッ カー、 ソ フト 、 テ ニス 霞ヶ関 駅 下車 徒歩 15 分 
川越 市 民 ブ ー ル 0492 一 22 一 1301 プー ル (夏季 ) 川越 駅 か ら バ ス 札 の 辻 下 車 
川越 水上 公園 0492 一 41 一 2241 ブー ル (夏季 )、 テ ニス 、 ゲ ー ト ボー ル 他 | 川越 駅 か ら 直 通 バ ス (夏期 の み ) 
初 應 球場 0492 一 22 一 1301 野 球 川越 駅 か ら 神 明 町 ゆき バス 札 の 辻 下 車 
入間 大 橋 野 球場 0492 一 22 一 1301 野 球 川越 駅 か ら 上 尾 ゆ き バ ス 入 間 大 橋下 車 
鶴ヶ島 海洋 セン ター 0492 一 86 一 7301 ブー ル ( 供 務 ) 鶴ヶ島 駅 下車 徒歩 15 分 
埼玉 県 吉見 総合 運動 公園 0493 一 54 一 4701 野球 、 テ ニス 東松山 駅 か ら 鴻 果 ゆき バス 丸 貫 下車 徒歩 20 分 
坂戸 市 民 ブ ー ル 0492 一 84 一 1771 プー ル (夏季 ) 坂戸 駅 下車 
東松山 市 民 ブ ー ル 0493 一 24 一 0236 | ブー ル (夏季 ) 東松山 駅 か ら 婦 人 教育 会 館 ゆ き バ ス 市 民 ブ ー ル 前 下車 
埼玉 県 勤 労 青少年 フレ リッ ド シ ッ プ セ ツン ター | 0493 一 54 一 2030 | テニ ス 、 体 育 館 東松山 駅 か ら 上 中 曽根 ゆき バス 中 新井 下車 徒歩 10 分 
国営 武蔵 丘陵 森林 公園 0493 一 56 一 2225 テニ ス 、 マ ラ ソ ツ 、 ク H ス カツ トリー サイ クリ ッ グ 他 森林 公園 駅 下車 バス 
森林 公園 ウォ ー タ ー ラ ンド 0493 一 56 一 5010 和信 ナ ル 、 メ ライダー. 肖 半 スラ イダ ー、 ス テー ツジ ( 夏 ) 他 森林 公園 駅 下車 バス 
BS&G 嵐山 海洋 セン ター 0493 一 62 一 5121 ヲ ラール |( 玩 手 ) 武蔵 嵐山 駅 下車 徒歩 30 分 
毛呂 山 町 営 ブ ー ル 0492 一 95 一 3494 | ブー ル (夏季 ) 東毛 呂 駅 下車 徒歩 30 分 
埼玉 厚生 年 金 休暇 セン ター 0492 一 92 一 6111 ナル ( 夏 務 、 テス ( 精 魚 コル フ 株 習 坦 | 越生 駅 か ら 黒山 ゆき バス 厚生 年 金 セ ンタ ー 前 下車 
@ ア スレ チッ ク 
> 二 還 c 電話 番号 





3Z 


東武 若葉 アス レ チ ッ ク の 森 


森林 公園 、 わ ん ば ぱく 広場 


0493 一 56 一 2225 


| 0492893850 中 学生 以上 800 円 、 小 学生 以下 600 円 (平日 親子 割引 あり ) 若葉 駅 下車 1 分 





公園 370 円 (94.4.1 か ら 390 円 )、 小 ・ 中 学生 80 円 、 月 曜 休園 


30 人 以上 団体 料金 大 人 250 円 (94.4.1 か ら 270 円 )、 小 ・ 中 学生 50 円 





森林 公園 駅 か ら バ ス 





@ 図 書館 


























図書 館 名 電 話 番号 休 。 館 。 日 交 通 
寺島 区 立 池袋 図書 館 03 一 3985 一 7981 月 曜 、 第 2 日 曜 、 第 4 金曜 、 祝 日 、 年 末年 始 池袋 駅 下車 徒歩 10 分 
板橋 区 立 中 央 図書 館 03 一 3967 一 5261 第 3 月 曜 、 毎 月 末日 、 年 末年 始 と きわ 台 駅 下車 徒歩 3 分 
板橋 区 立 赤塚 図書 館 03 一 3939 一 5281 第 3 月 曜日 、 毎 月 末日 、 年 末年 始 成増 駅 か ら 赤 羽 行き バス 赤塚 支所 前 下車 
和光 市 立 図書 館 048 一 463 一 8681 月 曜 、 毎 月 末 の 木曜 、 祝 日 、 年 末年 始 和光 市 駅 下車 徒歩 5 分 
朝霞 市 立 図書 館 048 一 466 一 8686 | 月 曜 、 毎 月 末日 、 祝 日 、 年 末年 始 朝霞 駅 南口 下車 徒歩 7 分 
新座 市 立 図書 館 048 一 481 一 1115 | 月 曜 、 毎 月 末日 、 祝 日 、 年 末年 始 志木 駅 か ら ひ ば り が 丘 行き バス 市 役所 前 下車 
志木 市 立 図書 館 048 一 473 一 3851 月 曜 、 毎 月 末日 、 祝 日 、 年 末年 始 志木 駅 下車 徒歩 15 分 
柳瀬 川 図書 館 048 一 487 一 2004 | 月 曜 、 毎 月 末日 、 祝 日 、 年 未 年始 柳瀬 川 駅 徒歩 2 分 
富士 見 市 立 図書 館 0492 一 52 一 5825 | 月 曜 、 毎 月 末日 、 祝 日 、 年 末年 始 鶴瀬 駅 下車 徒歩 15 分 
三芳 町 立 図書 館 0492 一 58 一 6464 | 月 曜 、 毎 月 末日 、 祝 日 、 年 末年 始 鶴瀬 駅 下車 徒歩 20 分 
上 福岡 市 立 図書 館 0492 一 62 一 3710 | 月 曜 、 毎 月 末日 、 祝 日 、 年 末年 始 上 福岡 駅 下車 徒歩 10 分 
上 福岡 西 公民 館 図書 館 0492 一 64 一 5388 | 日 、 月 曜 、 毎 月 末日 、 祝 日 、 年 末年 始 上 福岡 駅 下車 徒歩 5 分 
埼玉 県 立川 越 図書 館 0492 一 44 一 5602 | 月 曜 、 毎 月 末日 、 祝 日 、 年 末年 始 川越 駅 下車 徒歩 
川越 市 立 図書 館 0492 一 22 一 0559 | 月 曜 、 毎 月 末日 、 祝 日 、 年 末年 始 川越 駅 下車 徒歩 20 分 
表 ケ 島町 立 中 央 図書 館 (千晃 分 至 ) | 0492 一 87 一 1662 | 開館 時 間 火 ・ 木 ・ 土 曜 10 時 一 16 時 30 分 若葉 駅 下車 徒歩 30 分 
鶴ヶ島 町 立 図書 館 ( 北 分 室 ) | 0492 一 87 一 0251 開館 時 間 火 ・ 金 曜 10 時 一 16 時 30 分 土曜 10 時 一 12 時 坂戸 駅 下車 徒歩 20 分 
鶴ヶ島 町 立 図書 館 ( 南 分 守 ) | 0492 一 87 一 6044 | 開館 時 間 水 ・ 日 曜 10 時 一 16 時 30 分 土曜 10 時 一 12 時 鶴ヶ島 駅 下車 徒歩 10 分 
鶴ヶ島 町 立 図書 館 (大 本 分 室 ) 0492 一 86 一 0006 | 開館 時 間 火 ・ 木 ・ 土 曜 10 時 一 16 時 30 分 鶴ヶ島 駅 下車 、 鈴 ヶ 島 南小 学校 埋 
坂戸 市 立 図書 館 0492 一 81 一 6369 | 月 曜 、 毎 月 末日 、 年 未 年始 坂戸 駅 下車 徒歩 分 
東松山 市 立 図書 館 0493 一 22 一 0324 | 月 曜 、 毎 月 末日 、 祝 日 、 年 末年 始 東松山 駅 下車 徒歩 3 分 
吉見 町 立 図書 館 0493 一 54 一 1517 | 月 曜 、 毎 月 末日 、 祝 日 、 年 末年 始 東松山 駅 か ら 中 曽根 行き バス 中 新井 下車 徒歩 5 分 
小川 町 立 図書 館 0493 一 72 一 5965 | 第 1 第 3 日 曜 、 第 2・ 第 4・ 第 5 月 曜 、 毎 月 末日 、 祝日 、 年 末年 始 小川 町 駅 下車 徒歩 3 分 
毛呂 山 町 立 図書 館 0492 一 95 一 1015 | 月 曜 、 毎 月 末日 、 祝 日 、 年 末年 始 東毛 呂 駅 下車 徒歩 10 分 
@ プ ブ プラネタ リウ ム 
























、 施 設 名 。 | 電話 番号 | 公 開 日 ・ 料 金 
ーー 








交通 


川 越 ども の 才 1 


っ 士 曜 15 時 、 日曜 11 時 、13 時 30 分 、15 時 。 
0492 一 8 一 4378 | 市) 1 人 00 円 、( 市 外 ) 仁 。。 










坂戸 児童 セン ター 







金 勝山 少年 自然 の 家 
寄居 町 か わせ み 粧 


@ 文 化 会 館 
施 設 名 
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0485 一 81 一 3861 
































































































































東京 芸術 劇場 03 一 5391 一 2111 | 池袋 駅 西口 か ら 徒歩 2 分 | 川越 西 文化 会 館 0492 一 33 一 6711 | 軒 ヶ 関 駅 下車 徒歩 10 分 
板橋 区 立 文化 会 館 03 一 3579 一 2222 | 大 山 駅 下車 徒歩 2 分 鶴ヶ島 町 南 公民 館 0492 一 87 一 0235 | 鈴 ヶ 島 駅 下車 徒歩 15 分 
和光 市 民 文 化 セン ター | 048 一 468 一 7771 | 和光 市 駅 下車 徒歩 0 分 | 鶴ヶ島 町 東 公民 館 | 0492 一 86 一 3357 | 内 ヶ 鳥 駅 下車 徒歩 15 分 
朝 直 市 民 会 館 048 一 466 一 2525 | 寺 市 駅 下車 徒歩 1 分 | 坂戸 文化 会 館 0492 一 82 一 0100 | 坂戸 駅 下車 徒 上 15 分 
志木 市 民 会 館 048 一 474 一 3030 | 志木 駅 下車 徒歩 5 分 東松山 中 央 公民 館 | 0493 一 23 一 9311 | 東松山 駅 下車 徒歩 15 分 
と > 。 | 林 駅 か 5 ひば り が EE ゆ | 、。。 。 | 東和 か ら 5 パー クタ ウン 五 
新座 市 民 会 館 048-48ー 1 | グセ | 東松山 北 会 0493 一 242011 | WO バー クタ ウン 
上 福岡 コミ ュ ニ ティ セン ター | 0492 一 64 一 7211 | 上 福岡 駅 下車 徒歩 15 分 滑川 町 コミ ュ ニ ティ セン ター | 0493 一 56 一 2825 | 森林 公園 駅 下車 徒歩 20 分 
P 、 。 、 | 上 柱 岡 駅 か ら 大 井 価 バ 、。。 | 東 松 員 駅 か ら バ ス 久保 田 
大 井 困 中 央 公民 館 | 0492 一 51 一 0548 | p 吉見 町 中 央 公民 能 | 049354 一 1752 | 上 19 の 
コ 、。。 、 | 生か ら 所 羽 ゆ き バ ス | 国立 婦人 教育 会 館 | 0493 一 62 一 6711 | 武山 駅 下車 徒歩 10 分 
三芳 町 中 央 公民 館 | 0432 一 90050 | 還 役 場 車 嵐山 町 中 央 公民 館 | 0493 一 62 一 2144 | 起 攻 山 駅 下車 徒歩 5 分 
三芳 町 藤久 保 公民 館 | 0492 一 58 一 0690 | 鈴 駅 下車 徒歩 15 分 小川 町 中 央 公民 館 | 0493 一 2ー0342 | 人 町下 車 徒歩 分 
2 _。。 。 | 用 赤 駅 か ら 神明 町 ゆき | 小川 町 民 会 館 0493 一 73 一 2711 | 町 駅 下車 徒歩 5 分 
川越 市 民 会 館 0492 一 22 一 4678 | っ _ 秋 振 下 車 寄居 町 中 央 公民 館 | 048581 一 2662 | 奉 居 町 駅 下車 徒歩 5 分 
_。。 。 | 須 駅 か ら 神明 町 ゆき / | 毛呂山 町 福祉 会 館 | 0492 一 95 一 3111 | 東毛 中 駅 下車 徒歩 5 分 
川越 中 央 公民 遂 0492 一 2 一 1394 | っ 性 下 還 越生 町 中 央 公民 館 | 0492 一 92 一 3223 | 越生 駅 下車 徒歩 5 分 





東上 ] 泊 クー ポ : 


至れ り 尽 せり 、 お まけ に リー ズ ナ プル レ 。 


東上 線 1 泊 ク ー ポ ン で 気軽 に 旅 気 分 満 喫 / 鉱泉 宿 や その 土地 の 味 を た っ ぷり 楽し ん で くだ 
さい 。 ご 家族 連れ で 、 仲間 同士 で 、 そ し て 、 歓送 迎 会 や 大 学 の コン パ な ど に も お すす め 。 








@ 時 山 鉱 家 クー ポン 人 @ 長 滞 ・ 秩 父 路 クー ポン 
協定 館 一 黒山 鉱泉 館 ( 坂 戸 駅 の りか え 越 生 駅 下車) 詩情 雷 か な 長 少 、 秩 父 路 を 心ゆく まで お 楽し みく だ さい 。 
@ 鐘 北湖 乙女 の 湯 クー ポン ーー 
ee S = 二 に 司 條 誰 ぅ ヽ 
協定 館 一 鎌 北湖 、 山 水 荘 (坂戸 駅 の りか え 東 毛呂 駅 下車 ) 和 負 鉱泉 旅館 
田 ク ー ポ ボン 発売 額 (人 ぉ ー 脊 ) ( )a2 和 香田 クー ポン 発売 額 (大 人 ぉ ー 人 欄 ) (。) は 小笠 人 





黒山 鉱泉 クー ボン | 鍵 北 湖 と 女 の 湯 ク ー ボ ポン 
( 価 ・ 平 日 ) | ( 土 * 体 前 日 ) | ( 休 ・ 平 日 ) | ( 土 * 休 前 日) 


3 る 上 | 10.600 円 | 12.600 円 | 9,700 円 | 12,100 円 
(7.200 円 ) | (8.600 円 ) | (6.700 円 ) | (8.400 円 ) 


2 名 (] 宣 ) | 11.600f 13,600 円 | 10,700 円 | 13,100 円 


3 る | 10,400 円 | 12,400 円 | 9,500 円 | 11.900 円 
(7.100 円 ) | (8.500 円 ) | (6.600 円 ) | (8.300 円 ) 


2 る ( 圭 ) | 11.500 円 | 13.500 円 | 10,500 円 | 12,900 円 


3 る | 10,300 円 | 12.300 円 9.400 円 | 11.800 円 
(7.000) (8.400 円 ) | (6.500 円 ) | (8.200 円 ) 


2 名 (( 二 ) | 11.400 円 | 13,400 円 | 10.400 円 | 12.800 円 


3 を gg ェ | 10,100 円 | 12.100 円 9.300 円 | 11.700 幅 
(6.900 円 ) | (8.300 円 ) | (6.500 円 ) | (8.200 円 ) 


2 人生 ) | 11.200 円 | 13.200 円 | 10.300 円 | 12,700 円 


川 。。。。| 9900 11,900 円 9,.000 円 | 11,400 円 
越 (5.800 円 ) (8.200 円 ) (6.400 円 ) (8.100 円 ) 
ご 利用 くだ さい 。 


発っ を (人) | 10.900 貴 1900F | 10.009F | 2.400 発売 期間 平成 7 年 3 月 
7 年 3 月 31 日 まで 


※ 往 復 交 通 費 、1 泊 2 食 ' 税 ・ サ ービス 料 込 ) ( 5/2 一 4、 8/13 一 16、 12/3、 12/31 一 1/3 を 際 く ) 
※ 発 売 期間 平成 7 年 3 月 31 日 まで (12/31 1/3 を 除く ) 


不動 の 湯 | 和 鋼 鉱泉 旅館 ・ 開 浩 亭 
( 休 ・ 平 日 ) | (・ 休 前 日 ) | ( 体 ・ 平 日 ) | ( 土 ・ 休 草 日 ) | 








人 数 


















12,000 円 | 15,100 円 | 15,100 円 | 17,200 円 
( 8.200 円 ) | (10.400 円 ) | (10.400 円 ) | (11.800 円 ) 





引 燃 寺 








11.900 円 | 15,000 円 | 15.000 円 | 17,100 円 
( 8.100 円 ) | (10.300 円 ) | (10.300 円 ) | (11.700 円 ) 


は 1 
まこ 








11,700 円 | 14,800 円 | 14,800 円 | 16,900 円 
8.000) | (0.200) | (10.200) | (1.600F) 





悦 半 時 





11.500 円 | 14.600 円 | 14.600 円 | 16,700 円 


( 7.900 円 ) (10.100 円 ) | (10.100 円 ) (11.500 円 ) 


| 
| 
| 








11,300 円 | 14,400 円 | 14,400 円 | 16,500 円 
( 7.800) | (0.00o) | (0.00O) | qi.40o ロ ) 





覗 斗 叶 | 民生 乱 | 滞 斎 医 F| 違 類 計 























※ 寄 居 駅 まで の 往復 交通 費 、1 泊 2 食 ( 税 ・ サ ービス 料 込 ) 
※ 寄 居 駅 か ら 旅館 まで は 、 別途 、 秩父 鉄 道 ま た は タク シー を 



































( 鎌 北湖 ) 山 水 荘 谷 0492-94-1067 


| 








(秩父 ) 不動 の 湯谷 0494-23-1126 ( 長 洛 ) 養 洗 亭 な 0494-66-3131 
こん な に 近い の に 旅 気 分 満 基 。 


悪 





東上 線 発 行楽 画 計 44 


電車 と バス を 乗り つい て 気軽 に スタ ー ト 。 お 得 な 料金 も 魅力 / 


"尾瀬 の 大 自然 を 楽し みた いん だ けど …" “日 帰り スキ ー を 楽し みた い " “話題 の テー マ バ ー ク へ 行っ て みた い "” と いう 方 に 、 
と っ て お き 情 報 あ り 、 で す 。 電車 と バス と を 利用 すれ ば ご 覧 の 通り 、 と て も 便利 で お 得 。 あ な た の レジ ヤー プラ ン に ぴっ た 
り 。 た だ し 、 運 行 期 間 が 限ら れ て いま す の で ご 注意 くだ さい 。 


森林 公園 駅 発 


尾瀬 の 大 自然 を 手軽 に ウォ ッ チ ング ク 。 ガリ バー 気分 で 世界 一 周 


5 大 / 寺 潮 ア テア プー ee 
森林 公園 駅 人 3 戸倉 ・ 大 清水 日 帰り の 旅 


朝 8 時 集合 、 oy 時 
期 間 一 平成 6 年 4 月 17 日 一 10 月 9 日 まで 。 


























出発 駅 一 森林 公園 駅 ・ 北 口 、 朝 7 時 10 分 集合 、 7 時 20 分 発 。 
会 費 一 (お 一 人 様 ) 大 人 (中 学生 以上 ) 6.500 









































0 国会 豆 ( お 一 人 欄 ) 大 人 8.400、 小 人 7.100 円 
必ず “お 申し 込み くだ さい 、。 会 費 に 公園 駅 か 
5 会 費 に は 、 志 木 駅 か ら の 往復 バス 代 、 昼 食 人 
ら の 往復 バス 代 、 保 険 料 等 が 含ま れ て いま す 。 硫 食 代 、 宿 泊 科 、 の RM 2 
ei ル ゴ ー ル 中 . 矯 。 コー スー 志木 駅 (6:10 発 ) 一 外 環 首 東北 導 - 昌 光生 部 道 一 東武 ワー ル 
MPA 和 ME ドス クウ ェ ア (見 学 ) 一 竜王 峡 (昼食 ) 一 野 の 花 自 然 公園 一 東 
MD 拉 北道 一 外 環 導 一 記 木 駅 (17:10 着 予定 。 
帰り は 、 大 清水 (17:30 発 ) 一 行き と 同じ コー ス 一 森本 公園 駅 (20 
:30 着 予定 )。 ※ そ の 日 の 交通 事情 で 遅れ る 場合 も あり ます 。 世界 の 有名 な 建築 物 や 世 跡 102 ヵ 所 を 、25 分 の 1 に 縮尺 、 そ の 正確 さ 、 リ 











運行 期 間 一 平成 6 年 5 月 28 晶 一 9 月 25 昌 まで 毎日 運転 (: 運 転 さ れ な い 日 も あり )。 アル さ に ぴっ くり 。 25 分 の 1 と いう こと は あな た は 45m の 巨人 に な れる 
且 0 oe 。 。 。 こい うこ と 。 今 話題 の テー マ バ ー ク 、 東 武 ワー ルド スク ウェ ア を 旅行 気 
か ら は 導 指定 の バス へ 。 4 一 5 分 で 関 人 へ 入り 、 後 は 泊 田 | 〇 “ロメ レー クサ イド ホテ ル へ 1 泊 す る ゆっ くり プラ ン も 6 月 か ら スタ ー ト ノ 

か ら 戸 倉 ・ 大 清水 へ 。 大 清水 一 尾瀬 沼 間 は 各自 、 自 由 敵 策 で す 。 ケ ガ な  。@ お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ は 、 東 武 トラ ベル の 名 支店 (41 ペ ー ジ 参照 
ど し な いよ うに 気 を つけ て 、 自 然 に 十分 温 っ て くだ さい 。 な お 、 宿 泊 希 まで 。 


望 の 方 は 、 戸 倉 下車 、 旭 待 貴一 尾瀬 ガ 原 一 尾瀬 沼 一 大 清水 が お すす めで ー 
す 。( 和 宿 泊 希 望 の 方 は 申し 込み 時 に お 申し 出 く だ さい )。 称 林 公園 駅 発 
@ 会 員 券 の お 申し 込み ・ お 求め は 、 東 武 ト ラベ ル 国 内 ユニ ッ ク 予 約 セン < 四 イキ ーー チー 


ター 全 03-3623-8880。 ま た は 、 東 武 トラ ベル の 東上 治 線 各 支 店 (41 ペ ー 
ノヽ 較 _ 』 中 
ジ 参照 ) まで 。 森林 公園 駅 <⑬ 宝 台 樹 スキ ー 場 
朝 出 発 、 軽 や か に シュ ブー ル を 描い て 夕方 帰宅 。 便利 さ 、 お 得 な 料金 
大 好評 で す 。 詳しく は 、11 月 頃 、 ゆ ぁ 東 上 、 ポ スタ ー、 パ ン フレ ッ ト な 
ど で お 知ら せ す る 予定 で す 。 





































































































ご 覧 に な っ て いま すか 人 ② あ 硬 


毎月 7 日 頃 、 各 駅 の 改札 口 付 近 に あり ます の で 、 ご 自由 に お 持ち 帰り くだ さい 。( 無 料 ) 
(品切れ の 際 は ご 容赦 くだ さい ) 


東上 治 線 の 各市 町 村 で 行なわ れる 祭り や イベ ント 、 名 種 の 募集 や 促 ー ス な ど で 掲 載 で き な い 場 合 も あり ます の で ご 了承 くだ さい 
間 づ くり な ど 、 幅 広い 情報 を 掲載 し こおり ます 。 ま た 、 あ な た か ら 送り 先王 〒17| 東京 都 男 島 区 西池 袋 1-15-8 

の 情報 も お 待ち し て お り ま す 。 掲載 は 無料 で す が 、 営 利 を 目的 と し 東上 業務 部 営業 課 「 ゆ ぁ 東 上 」 係 加 03-3985-4176 
た も の で な く 、 東 上 沿線 で 行なわ れる も の に 限り ます 。( 内 容 ・ ス ペ [発行] 東武 鉄道 帆 東上 業務 部 








起 グ ルー ブ 


人 と 人 と の 和 と 、 心 の あぁ あれ あ い を 大 切 に 。 


東武 グル ー プ は 、 人 と 人 と の ふれ あい を 大 切 に 、 皆 様 の より 快適 な 暮らし と 、 地 域 
社会 の 発展 に 努め て お り ま す 。 住宅 、 レ ジャ ー、 シ ョ ッ ピ ング な ど 、 広 い 分 野 で 皆 
様 の お 役 に た て る よう 努力 を し て 参り ます 。 こ れ か ら も 東武 グル ー プ を どう ぞ よ ろ 


し く 。 


流通 部 門 で 活躍 いて い ます 。 


東武 百貨 店 (池袋 店 ) 信 03 一 3981 一 2211 
生活 の すべ て の 分 野 に 新しい 情報 を 提供 し 、 心 
と 暮し の 豊か さ を 提案 し て まい り ま す 。 


東武 スト ア 信 03 一 3989 一 8271 

関東 一 円 、51 店 、 「 感 謝 と 奉仕 」 を モッ トー に 、 
より 良い 品 を 、 よ り 安 く 安定 し た 供給 で 、 治 | 
の 皆様 か ら 好 評 を いた だ いて お り ま す 。 


池袋 西口 駐車 場 HOPE 信 03 一 3986 一 4765 
池袋 西口 駐車 場 の ほか 、 フ ァ ッ ショ ン と 味覚 を 
中 心 に ご 奉仕 する 、 ホ ー プ セン ター、 下 赤塚 店 
を 営業 し て お り ま す 。 


東武 商事 人 G03 一 3962 一 7879 

駅 売店 、 書 店 、DP ビ 店 か ら 、 軽 食 、 菓 子 、 果 
物 店 等 、 駅 構内 で 鉄道 を ご 利用 戴く 皆様 に サー 
ビス を 提供 し て お り ま す 。 


美 いい 、 住 みよ い 街 づ くり に 。 
東武 不動 産 な 3 一 3987 一 1941( 池 人 半 所 ) 
人 間 味 ある 豊 か な 町 づく り を 目指 し て 有 努 力 し て 
お り ま す 。 不 動産 の こと な ら な ん で も ご 相談 く 
だ さい 。 


東武 建設 な 03 一 5608 一 2221 (東京 支 店 ) 
土木 、 建 築 を 主 に 、 護 岸 工事 、 道 路 下水 道 関連 
工事 まで 、 最 新 の 技術 で 街 づく り の お 手伝い を 
いた し ます 。 
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未来 都市 へ 、 池 袋 駅 西口 付近 














東武 計画 な 03 一 39861871 
写真 撮影 、 弄 量 業務 を 中 心 に 調査 、 コ ン サ ル タ 
ント 、 設計 業 務 ま で 豊富 な 経験 の 上 に 、 さ ら に 
優秀 な 技術 で 地域 社会 に 貢献 し て お り ま す 。 


東武 谷内 田 建設 合 03 一 3967 一 3411 
(板橋 営業 所 ) 


新築 、 増 改築 等 建築 を 主 に 活躍 し て お り ま す 。 


東武 液化 ガス 人 な な 0492 一 66 一 4281 
上 福岡 に 営業 所 を お いて 、 東 上 沿線 に LPG の 
サー ビス を 提供 し て お り ま す 。 


国内 か 5 海 外 旅行 まで 、 旅 の 

で 相談 、 交 通関 係 で ご 奉仕 。 
東武 トラ ベル (東上 沿線 ) 

ハイ キン グ か ら 海 外 旅行 まで 、 旅 の プラ ン ナ ー。 


池袋 支店 容 03-3981-1231 
オレ ンジ ロー ド 容 03-5992-3841 
上 板橋 支店 容 03-3934-3201 
成増 支店 容 03-5383-2281 
志木 支店 容 048-473-4771 
川越 支店 容 0492-22-2811 
坂戸 支店 容 0492-89-8161 


東武 エー ジェ ン シ ー (東上 沿線 ) 


和光 営業 所 容 048-466-7422 
朝霞 営業 所 容 048-466-6906 


ニッ ポン レン タカ ー 東 武 全 03-3981-0400 
寺 富 な 車種 と サー ビス 価格 で 、 全 国 チ ェ ー ン で 
活躍 中 。 治 線 で は 、 池 袋 、 上 板橋 、 成 増 で 営業 。 


東武 フォ オト サー ビス 谷 0489 一 87 一 2618 
沿線 各駅 で 、 ロ PE 店 を 営業 し て いま す 。 


東武 運輸 で 0492 一 59 一 0111( 所 沢 営業 所 ) 


東武 配送 サー ビス 合 03-3962-6601 
一 般 の 引っ 越し か ら 、 オ フィ ス の 移転 まで 、 運 
輸 の こと な ら お 任せ くだ さい 。 


東武 興業 グル ー プ 公 03 一 3625 一 5271 
沿線 で は 、 「 安 全 、 親 切 、 丁 寧 」 で 好評 の ある 、 
か すみ 自動 車 教習 所 や 、 安 全 タ クシ ー、 朝 霞 バ 
ブリ ッ ク ゴ ルフ 場 を 営業 し て お り ま す 。 





朝日 自動 車 な 0492 一 22 一 2702() 川 越 営業 所 ) 
関東 一 円 で タク シー を 営業 し て お り 、 沿 緑 で は 、 
川越 市 を 中 心 に ご 奉仕 いた し て お り ま す 。 


川越 観光 自動 車 人 0492 一 25 一 6262 

川越 、 東 松山 を 中 心 に 観光 バス 業務 の 営業 を し 
て お り ま す 。 東武 の 観光 パス 同様 よろ し く お 原 
いい た し ます 。 


暮 【 に 楽 き を クリ テート す $。 


東武 スポ ー ツ か わ ご え 合 0492 一 24 一 7100 
川越 市 駅 前 で 、 マ シー ン 、 エ アロ ピク ス 、 ス イ 
ミン グ 、 ゴ ルフ 、 ス ポー ツ サ ウナ 、 マ シー ン エ 
クサ サイ ズ 、 ウ ォ ー ク マッ サー ジ 等 を 備え た 会 
員 制 の スポ ー ツ クラ ブ で す 。 


東武 食品 サー ビス 信 03 一 3985 一 0147 
東武 エア ー キ ャ ッ ス ル 内 で 、 バ ン ケ ッ ト ホ ー ル 
池袋 店 、 フ ァ ミ リー レス トラ ン 池 袋 店 等 を 、 ま 
た 森林 公園 内 で は 、 展 望 、 中 央 レス トラ ン な ど 
の レス トラ ン 部 門 で 活躍 中 。 





ホテ ル メト ロ ポ リタ ン 03 一 3980 一 1111 
818 室 、 結婚 式場 、 名 種 宴 会 場 な ど を そろ えた 、 
総合 的 な シテ ィ ホ テル 、 池 袋 の 新しい 顔 で す 。 


川越 東武 ホテ ル 信 0492 一 25 一 0111 

小江 戸川 越 に 誕生 し た シテ ィ ホ テル 。 蔵 造り の 
城下 町 に ぴっ た り マ ッ チ し た 、 容 室 105 宇 。 結婚 
式 か ら 各種 パー ティ まで 巾 広 く ご 利用 頂け ます 。 


銀座 東武 ホテ ル 03 一 3546 一 0111 

有楽 町 線 直通 で グー ン と 便利 に な っ た 銀座 。 国 
際 性 に 富ん だ パー ソナ ル で 、 ヒ ュー マン な ホテ 
ル を 目指 し て お り ま す 。 客室 206 室 。 





運賃 東上 線 普 通 旅客 運賃 ( 間 伝 貼 、 大 人 普通 旅客 運賃 ) 


平成 6 年 3 月 日 現行 
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袋 |110|110| 110| 110|130|130|150|150| 190|190|90|240 EEoEO 650|730|730|810|810|810|810 
| 北 名 貸 LlO|i19|110 間 科 130| 150|150| 190|190|240 650|730|730| 730|810|810|810|520 580|580|6 
下 板 橋 |110|110|110|110|130| 130| 150| 190| 190|190 650|730|730| 730|810|810|810|520|520| 
[大 遇 110|110|110|130| 130| 150| 150|190|190 | 70|730| 810|810|810|520|520| 
| 中 板 橋 |110| 110|110|130|130|150|150| 190 650 5 二 癌 810|810|460 
と き ね 人 台 |110|110|130|130| 150|150| 190) EE 
| 上 板 橋 |110|110|130|130|150|190 還 隊 2 30| 730|730|460 人 
| 東武 練馬 | 110|110| 130|130|150 650|650| 730| 730| 730| 730|460 加 了 
| 下 赤 塚 |I10| 110|130| 150 650|650| 730| 730|730| 730|400| 
成増 110|11O|130 還 半 閣 了 
和光 市 |110|110 |650| 730|730|730|400| 
朝 散 |110 回 本 91 
HE 
回 le 350 400|400 
EFD 
台 |110|110|130|150 回 生還 290|350|350|350 
ー | 鈴 。 瀬 110|110|130| 150| 遇 聞 了 190 650 ー 290|290|350|350|350|350 
画 和 光 市 駅 か ら 有楽 町 線 運 賃 ふじ み 野 回 敵 悦 半 間 |190|190| |520|580|580|650|650|240|290|290|290 2 コ ヒコ 回 
営団 成増 140 円 市 ヶ 谷 190 円 上 福 IRO 時 |520|580|580|580|240|240|290|290 
= 河 星 |110|110|130 580|580|580|240|240|240 加 
営団 赤塚 140 円 町 130F 。 問 越 |110|130 還 520| 190|190|240|240| 所 店 の 
地下 鉄平 和 台 140 円 永田 町 230 円 用意 市 [il0| 55 
氷 川 台 160 円 桜 田 門 230 円 号 ヶ ah9 35 400| 460| 460|460|520|150] 190|190|190| 190|240| 240 
190|240| 290| 350| 400| 400| 460|460|460|130| 150| 150| 190| 190|190|190 
小竹 向原 160 円 地下 鉄 有 楽 町 230 円 [4o|460|460|i30|130|50|i50| 190 
RE 川 160 円 銀座 一 丁目 230 円 人 110 
要 町 160 円 新 冨 町 230 由 上 に に EE alam 還 軸 I 
地下 鉄 池 袋 190 円 明 島 230 円 本 40|290|290 回 生還 0li90lz Ao 
東 池 袋 190 円 寺 洲 230 円 [ 和 人 な 回 還 90|240|290 開 韻 190|240|240 間 交 北 
9 還 190|240 軸 240|290|290| 290 
護 国 寺 190 幅 辰 選 証 238 帳 川町 IOli30|15| 回 350|350|400[40 | 
江戸 川橋 190 円 新 木 場 280 円 東武 竹沢 症 前 際 馬 較 400 了 460 2 
地下 鉄 飯田 橋 190 円 男 友 |110|110|130 32220 
| 傘 。 形 |110|110|460 当 520|520 
3 王 泌 |110|460|460 520|520 
田 東 上 沿線 主要 バス 区 間 運 賃 寺 。 居 |460|460 日 
越 生 駅 梅林 入口 180 円 小川 町 駅 一 学校 入口 320 幅 ー 出 証 
越 生 駅 一 上 大 満 260 円 小川 町 駅 一 落合 380 円 用 還 p 
越 生 駅 一 黒 山 320 円 小川 町 駅 一 打 出 420 円 s | 直 州 長浦 | 110|110| it 
高 坂 駅 - 動物 公園 AH 170 円 小川 回 駅 橋 場 420 円 国東 武 バス 営業 所 (東上 治 線 彰 
森林 公園 駅 一 責 入 口 200 円 小川 町 駅 一 皆 谷 460 円 新座 営業 所 傘 048-477-3934 熊谷 営業 所 容 0485-21-3560 震 。 生 
森林 公園 駅 一 中 央 入口 270 円 小川 町 駅 一 経 塚 560 円 川越 営業 所 谷 0492-22-0671 東松山 出張 所 傘 0493-22-0756 
森林 公園 駅 一 西 入 口 270 円 小川 町 駅 一 白石 車庫 560 円 坂戸 出張 所 傘 0492-83-5279 小川 町 出張 所 谷 0493-72-0076 


団体 割引 の ご あん な い 


画 学 生 団体 
学生 25 人 以上 で 、 学 校長 の 申込 み に よ り そ の 学校 の 教職 員 に 引率 され て 
旅行 する 場合 は 学生 団体 と し て お 申し 込み で きま す 。 





普通 旅客 運賃 か ら の 副 引 率 舞 


賃 扱 | 





大 人 5 割引 
小 人 3 割引 
教職 員 、 付 流 人 3 割引 


団体 構成 人 員 26 人 (教職 員 1 人 
を 含む お) 以上 100 人 まで うち 1 人 
と し 、100 人 を こえ る と き は 100 
まで ご に ララ ち 15 人 

( 注 ) 子供 会 な どの 団体 は 普通 団体 と な り ま す 。 








田 お 申し 込み 、 お 問い 合わ せ 

旅行 日 の 一週 間 前 まで (た だ し 4 月 、 5 月 、10 月 、12 月 は 2 週間 前 ) に 
下記 へ お 申し 込み 下さ い 。 東上 線 各駅 、 東 武 トラ ベル 名 支店 、 東 上 業務 
部 営業 課 、 全 03 一 3985 一 4164 へ 。 


ー ポ ン の 取り 扱い 営業 所 
各 ク ー ポ ン の お 求め は 、 ご 利用 に な る 1 ヵ月 前 か ら 、 東 武 ト ラベ ル 、 ま 
た は 、 東 武 エ ー ジ ェ ン シー の 東上 治 線 各 支店 、 営 業 所 (41 ペ ー ジ 参照 ) 
で 発売 し て お り ます 。 




















一 普通 団体 
25 人 以上 が 、 発 着 駅 経路 を 同じ くし 、 そ の 全 行 程 を 同一 の 人 員 で 代表 
者 に 引率 され て 旅行 する 場合 、 蓄 通 団体 と し て お 申し 込み が で きま す 。 
詞 普通 旅客 運賃 
団体 構成 人 員 bt 無賃 扱 | 
25 人 以上 1 割引 
100 人 まで ご と に 
ヽ | 
100 人 以上 2 割引 うち 1 名 
300 人 以上 3 割引 














* エチケット を 守り 、 楽 し い 思い 出 を つ 0 坊 5 


※ こ の パン フレ ッ ト の 料金 、 運 賃 、 営 業 時 間 な ど は 、 
平成 6 年 3 月 1 日 現在 の も の で す 。 





娘 この レジ ャ ー ガ イド の 地図 は 、 建設 省 国土 地理 院長 の 承認 を 得 て 、 同院 発行 の 1/25000 地 
図 を 複製 し た も の で ある 。 (承認 番 号 平 5 関 複 第 490 号 ) 
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外 秩父 人 ハイキング ( 定 農 峠 付近 ) 


東武 鉄道 株 式 会 社 東上 業務 部 営業 課 


〒171 東京 都 豊島 区 西池 袋 1-15- 谷 03-3985-4176 


9409 


